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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランドリーケア成分と、下記の式によって表されるフタリド化合物３Ａ－３Ｅからなる
群より選択される少なくとも１種の化合物とを含むランドリーケア組成物。
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【化１】

【請求項２】
　布帛物品を処理する方法であって、
（ａ）請求項１に記載のランドリーケア組成物を用意する工程と、
（ｂ）前記ランドリーケア組成物を液体媒体に添加する工程と、
（ｃ）前記布帛物品を前記液体媒体に入れる工程と
を含む、方法。
【請求項３】
　前記方法が、前記フタリド化合物３Ａ－３Ｅからなる群より選択される少なくとも１種
の化合物を、前記の各々の式によって表される非共役形態から共役形態に変換するのに十
分な条件下で実施される、請求項２に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【発明の技術分野】
【０００１】
　本出願は、ランドリーケア組成物および布帛物品の洗濯におけるその使用を記載する。
より具体的には、本出願は、ランドリーケア組成物で洗浄されたかまたはそれ以外の方式
で処理された布帛物品の明白なもしくは視覚的に知覚される白さを強化するまたはこれに
所望の色合いを付与するように設計されたランドリーケア組成物を記載する。
【背景】
【０００２】
　摩耗および洗濯を繰り返すと、布帛物品の外観は劣化し始め得る。この劣化は、白色の
布帛物品で非常に顕著になり得、物品は黄ばんだまたは黒ずんだ外観になり始める。この
劣化を低減するか、または少なくとも遅延させることを目指して、一部のランドリーケア
組成物は、青味剤または色相剤（ｈｕｅｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）を導入している。これらの
青味剤または色相剤は、わずかに青みがかった色合いを布帛物品に付与する着色剤である
。結果として青みがかった色合いは、布帛物品の黄ばみを隠す助けをする。また、青みが
かった白色は、多くの人に、その他の微妙な白色よりも白く、または「よりきれいに」知
覚される。
【０００３】
　青味剤または色相剤の使用における一欠点は、これらが、典型的には、ランドリーケア
組成物を深い濃い青色にし得る濃度で本組成物に導入されることである。そして、一部の
消費者がこのような色を呈するランドリーケア組成物を好む可能性もあるが、他の消費者
はこうした色合いを好まない。
【０００４】
　したがって、広範な消費者に喜ばれる呈色を示し、さらにランドリーケア組成物で洗浄
されたかまたはそれ以外の方式で処理された布帛物品を青味付けまたは色合い付けするこ
とができるランドリーケア組成物に対する必要性が存在する。ここで説明する組成物は、
このような利益を提供しようとするものである。
【発明の概要】
【０００５】
　第１の態様において、本発明は、ランドリーケア成分または補助剤と、第１の色の状態
（すなわち、組成物の最初の色の状態）から、知覚できるほど第１の色の状態とは異なる
第２の色の状態に変化させることができる、少なくとも１種の化合物とを含むランドリー
ケア組成物を提供する。
【０００６】
　具体的な態様において、本発明は、ランドリーケア成分と、次式（Ｉ）～（ＸＣ）：
【０００７】
【化１】

【０００８】
［ここで、Ｘ1およびＸ2は、炭素原子および窒素原子からなる群から選択され、ａは０～
５の整数であるが、ただしＸ1およびＸ2のうちの１つが窒素原子であるとき、ａは０～４
の整数であり、Ｘ1およびＸ2が両方とも窒素原子であるとき、ａは０～３の整数であり、
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各Ｒ1は、独立に、ハロゲン、ヒドロキシ基、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基、
－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ
）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ
）2Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選択され、Ｍはカ
チオンであり、Ｒ5およびＲ6は、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール
基、置換アリール基、およびＲaからなる群から選択され、Ｒ2およびＲ3は、独立に、ア
リール基、置換アリール基、ヘテロアリール基、および置換ヘテロアリール基からなる群
から選択されるが、ただしＸ1およびＸ2が両方とも炭素原子であるとき、Ｒ2およびＲ3の
うちの少なくとも１つは、ヘテロアリール基または置換ヘテロアリール基であり、Ｌ1は
、水素、ハロゲン、ヒドロキシ基、シアノ基、および－ＯＲ8からなる群から選択され、
Ｒ8は、アルキル基および置換アルキル基からなる群から選択される］、
【０００９】
【化２】

【００１０】
［ここで、Ｘ10は、－Ｃ（Ｏ）－および－Ｓ（Ｏ）2からなる群から選択され、ｄは０～
４の整数であり、各Ｒ10は、独立に、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基
、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）
ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、
－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5か
らなる群から選択されるが、ただしＲ2およびＲ3のうちの少なくとも１つは、ヘテロアリ
ール基および置換ヘテロアリール基からなる群から選択される］、
【００１１】
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【化３】

【００１２】
［ここで、ｅおよびｆは、独立に、０～４の整数であり、Ｒ20およびＲ21はそれぞれ、独
立に、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ
（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、各Ｒ25は、独立に、
糖類残基（すなわち、単糖類残基、二糖類残基、オリゴ糖類残基、および多糖類残基）、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、Ｒ22お
よびＲ23はそれぞれ、独立に、水素、アルキル基、および置換アルキル基からなる群から
選択される］、
【００１３】
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【化４】

【００１４】
［ここで、Ｒ30は、－ＯＲ36および－ＮＲ36Ｒ37からなる群から選択され、Ｒ36およびＲ

37はそれぞれ、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール
基、アシル基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6からなる群
から選択され、ｇおよびｈは、独立に０～４の整数であり、Ｒ31およびＲ32はそれぞれ、
独立に、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ
、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－
ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｓ（
Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選択され、Ｒ34およびＲ35は、独
立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、およびＲaか
らなる群から選択され、Ｒ33は、水素、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ5、－Ｃ
（Ｏ）ＯＲ5、および－Ｃ（Ｏ）Ｒ5からなる群から選択され、Ｘ30、Ｘ31、Ｘ32、および
Ｘ33は、独立に、炭素原子および窒素原子からなる群から選択されるが、ただしＸ30、Ｘ

31、Ｘ32、およびＸ33のうち２つ以下は、窒素原子である］、
【００１５】
【化５】

【００１６】
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［ここで、Ｘ40は、酸素原子、硫黄原子、およびＮＲ45からなる群から選択され、Ｒ45は
、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ
（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6から
なる群から選択され、Ｒ40およびＲ41は、独立に、－ＯＲ5および－ＮＲ5Ｒ6からなる群
から選択され、ｊおよびｋは、独立に０～３の整数であり、Ｒ42およびＲ43はそれぞれ、
独立に、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、
－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ
（Ｏ）Ｒ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、Ｒ44は、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－
Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、および－Ｃ（Ｏ）ＳＲ5からなる群から選択される
］、
【００１７】
【化６】

【００１８】
［ここで、Ｒ50、Ｒ51、およびＲ52は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロア
リール基、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択され、Ｚはアニオンであり、
ｍおよびｎは、独立に正の整数であり、ｙはアニオンの電荷であり、ｍ、ｎおよびｙの値
は、次式ｍ＝（－１）・ｙ・ｎを満たす］、
【００１９】

【化７】

【００２０】
［ここで、Ｒ54およびＲ55は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロアリール基
、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択され、Ｒ53は、アレーンジイル基、置
換アレーンジイル基、ヘテロアレーンジイル基、および置換ヘテロアレーンジイル基から
なる群から選択され、ｐは正の整数であり、ｐ、ｎおよびｙの値は、次式２ｍ＝（－１）
・ｙ・ｎを満たす］、
【００２１】
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【化８】

【００２２】
［ここで、Ｘ60は、窒素原子および硫黄原子からなる群から選択され、Ｘ61は、酸素原子
および硫黄原子からなる群から選択され、Ｘ62は、炭素原子および窒素原子からなる群か
ら選択され、ｑおよびｒは、独立に０～４の整数であり、Ｒ60およびＲ61はそれぞれ、独
立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－ＯＲ5

、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、ｑまたはｒが２以上である場合、隣接基Ｒ

60およびＲ61を合わせてアリール基または置換アリール基を形成することができ、Ｒ62は
、アルキル基および置換アルキル基からなる群から選択される］、
【００２３】
【化９】

【００２４】
［ここで、Ｘ70は、酸素原子、窒素原子、および硫黄原子からなる群から選択され、Ｘ71

は、炭素原子および窒素原子からなる群から選択され、ｓおよびｔは、独立に０～４の整
数であり、Ｒ70およびＲ71はそれぞれ、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基
、アリール基、置換アリール基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、お
よび－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、ｓまたはｔが２以上である場合、隣接基Ｒ70お
よびＲ71を合わせてアリール基または置換アリール基を形成することができる］、
【００２５】
【化１０】

【００２６】
［ここで、Ｒ80およびＲ81は、独立に、アルケニル基、置換アルケニル基、アリール基、
置換アリール基、ヘテロアリール基、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択さ
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れ、Ｒ82、Ｒ83、Ｒ84およびＲ85は、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリ
ール基、置換アリール基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－Ｎ
Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選
択され、さらに、Ｒ82およびＲ85を合わせて架橋アルカンジイル基、架橋酸素原子、架橋
窒素原子、または架橋硫黄原子を形成することができる］、
【００２７】
【化１１】

【００２８】
［ここで、ｕは０～３の整数であり、ｖおよびｗは、独立に０～４の整数であり、Ｒ90、
Ｒ91およびＲ92は、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換
アリール基、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ
）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5および－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6からなる群か
ら選択される］
からなる群から選択される構造と一致する、少なくとも１種の化合物とを含むランドリー
ケア組成物であって、
Ｒaが、－Ｒx－Ｏ－Ｒy－Ｒzおよび－Ｒy－Ｒzからなる群から選択され、Ｒxが、アルカ
ンジイル基およびアレーンジイル基からなる群から選択され、Ｒzが、水素、アルキル基
、置換アルキル基、アシル基、およびＲbからなる群から選択され、Ｒbが、式（Ｉ）～（
ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する一価の基であり、Ｒyが、
（ｉ）式（Ｃ）の構造と一致する繰り返し単位から独立に選択される２つ以上の二価の繰
り返し単位を含む二価の置換基
【００２９】
【化１２】

【００３０】
［ここで、Ｒ101およびＲ102は、独立に、水素、アルキル、ヒドロキシアルキル、アリー
ル、アルコキシアルキル、およびアリールオキシアルキルからなる群から選択される］、
（ｉｉ）式（ＣＸ）の構造と一致する二価の置換基
【００３１】
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【化１３】

【００３２】
［ここで、Ｒ111およびＲ112は、独立に、水素、ヒドロキシル、およびＣ1～Ｃ10アルキ
ルからなる群から選択され、ａａは１～１２の整数であり、ｂｂは１以上（たとえば１～
１００）の整数である］、
（ｉｉｉ）式（ＣＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【００３３】

【化１４】

【００３４】
［ここで、Ｒ121およびＲ122は、独立に、水素、ヒドロキシル、およびＣ1～Ｃ10アルキ
ルからなる群から選択され、ｃｃは１～１２の整数であり、ｄｄは１以上（たとえば１～
１００）の整数である］、
（ｉｖ）式（ＣＸＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【００３５】
【化１５】

【００３６】
［ここで、Ｒ131、Ｒ132およびＲ133は、独立に、アルキルおよびヒドロキシアルキルか
ら選択され、ｅｅは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖ）式（ＣＸＬ）の構造と一致する二価の置換基
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【００３７】
【化１６】

【００３８】
［ここで、各Ｒ141は、独立に、水素およびアルキルアミン基からなる群から選択され、
ｆｆは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉ）式（ＣＬ）の構造と一致する二価の置換基
【００３９】

【化１７】

【００４０】
［ここで、ｇｇは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉｉ）式（ＣＬＸ）の構造と一致する二価の置換基
【００４１】
【化１８】

【００４２】
［ここで、各Ｒ161は、独立に、水素およびメチルからなる群から選択され、ｈｈは１以
上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉｉｉ）式（ＣＬＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【００４３】

【化１９】

【００４４】
［ここで、Ｒ171、Ｒ172およびＲ173はそれぞれ、独立に、水素および－ＣＨ2ＣＯ2Ｈか
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らなる群から選択され、ｊｊは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｉｘ）式（Ｃ）、（ＣＸ）、（ＣＸＸ）、（ＣＸＸＸ）、（ＣＸＬ）、（ＣＬ）、（Ｃ
ＬＸ）または（ＣＬＸＸ）の構造と一致する置換基からなる群から選択される２つ以上の
置換基を含む二価の置換基
からなる群から選択される二価の置換基である、
ランドリーケア組成物を提供する。
【００４５】
　第２の態様において、本発明は、布帛物品を処理する方法を提供する。本方法は、（ａ
）上記のランドリーケア組成物を用意する工程と、（ｂ）ランドリーケア組成物を液体媒
体に添加する工程と、（ｃ）布帛物品を液体媒体に入れる工程とを含む。本方法は、好ま
しくは、式（Ｉ）～（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する化合物を、構造に
よって表される非共役状態から共役状態に変換するのに十分な条件下で実施する。
【発明の詳細な説明】
【００４６】
　以下の定義は、本出願全体にわたって使用されるいくつかの用語を定義するために列挙
するものである。
【００４７】
　用語「置換アルキル基」は、本明細書で使用される場合、アルカンの炭素原子から水素
原子を外すことによって置換アルカンから誘導される一価の官能基を指す。この定義にお
いて、用語「置換アルカン」は、非環式の非分岐および分岐炭化水素から誘導される化合
物を指し、該炭化水素中、（１）炭化水素の１個以上の水素原子は、非水素原子（たとえ
ば、ハロゲン原子）もしくは非アルキル官能基（たとえば、ヒドロキシ基、アリール基、
もしくはヘテロアリール基）で置きかえられ、かつ／または（２）炭化水素の炭素－炭素
鎖は、酸素原子（エーテル中など）、窒素原子（アミン中など）、もしくは硫黄原子（硫
化物中など）によって中断される。
【００４８】
　用語「置換シクロアルキル基」は、本明細書で使用される場合、シクロアルカンの炭素
原子から水素原子を外すことによって置換シクロアルカンから誘導される一価の官能基を
指す。この定義において、用語「置換シクロアルカン」は、飽和単環式および多環式炭化
水素（側鎖を有するまたは有さない）から誘導される化合物を指し、該炭化水素中、（１
）炭化水素の１個以上の水素原子は、非水素原子（たとえば、ハロゲン原子）もしくは非
アルキル官能基（たとえば、ヒドロキシ基、アリール基、もしくはヘテロアリール基）で
置きかえられ、かつ／または（２）炭化水素の炭素－炭素鎖は、酸素原子、窒素原子、も
しくは硫黄原子によって中断される。
【００４９】
　用語「置換アルコキシ基」は、本明細書で使用される場合、ヒドロキシ基から水素原子
を外すことよって置換ヒドロキシアルカンから誘導される一価の官能基を指す。この定義
において、用語「置換ヒドロキシアルカン」は、置換アルカンに結合している１つ以上の
ヒドロキシ基を有する化合物を指し、用語「置換アルカン」は、置換アルキル基の定義で
上述した通りである。
【００５０】
　用語「置換アリール基」は、本明細書で使用される場合、環炭素原子から水素原子を外
すことによって置換アレーンから誘導される一価の官能基を指す。この定義において、用
語「置換アレーン」は、単環式および多環式芳香族炭化水素から誘導される化合物を指し
、該炭化水素中、炭化水素の１個以上の水素原子は、非水素原子（たとえば、ハロゲン原
子）または非アルキル官能基（たとえば、ヒドロキシ基）で置きかえられる。
【００５１】
　用語「置換ヘテロアリール基」は、本明細書で使用される場合、環原子から水素原子を
外すことによって置換ヘテロアレーンから誘導される一価の官能基を指す。この定義にお
いて、用語「置換ヘテロアレーン」は、単環式および多環式芳香族炭化水素から誘導され
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る化合物を指し、該炭化水素中、（１）炭化水素の１個以上の水素原子は、非水素原子（
たとえば、ハロゲン原子）または非アルキル官能基（たとえば、ヒドロキシ基）で置きか
えられ、（２）炭化水素の少なくとも１つのメチン基（－Ｃ＝）は、三価のヘテロ原子で
置きかえられ、かつ／または炭化水素の少なくとも１つのビニリデン基（－ＣＨ＝ＣＨ－
）は、二価のヘテロ原子で置きかえられる。
【００５２】
　用語「アルカンジイル基」は、本明細書で使用される場合、アルカンから２個の水素原
子を外すことによってアルカンから誘導される二価の官能基を指す。これらの水素原子は
、アルカン上の同じ炭素原子（エタン－１，１－ジイル）または異なる炭素原子（エタン
－１，２－ジイル）から外すことができる。
【００５３】
　用語「置換アルカンジイル基」は、本明細書で使用される場合、アルカンから２個の水
素原子を外すことによって置換アルカンから誘導される二価の官能基を指す。これらの水
素原子は、置換アルカン上の同じ炭素原子（２－フルオロエタン－１，１－ジイル）また
は異なる炭素原子（１－フルオロエタン－１，２－ジイル）から外すことができる。この
定義において、用語「置換アルカン」は、置換アルキル基の定義で上述したものと同じ意
味を有する。
【００５４】
　用語「シクロアルカンジイル基」は、本明細書で使用される場合、シクロアルカンから
２個の水素原子を外すことによってシクロアルカンから誘導される二価の官能基を指す。
これらの水素原子は、シクロアルカン上の同じ炭素原子または異なる炭素原子から外すこ
とができる。
【００５５】
　用語「置換シクロアルカンジイル基」は、本明細書で使用される場合、アルカンから２
個の水素原子を外すことによって置換シクロアルカンから誘導される二価の官能基を指す
。この定義において、用語「置換シクロアルカン」は、置換シクロアルキル基の定義で上
述したものと同じ意味を有する。
【００５６】
　用語「アレーンジイル基」は、本明細書で使用される場合、環炭素原子から２個の水素
原子を外すことによってアレーン（単環式および多環式芳香族炭化水素）から誘導される
二価の官能基を指す。
【００５７】
　用語「置換アレーンジイル基」は、本明細書で使用される場合、環炭素原子から２個の
水素原子を外すことによって置換アレーンから誘導される二価の官能基を指す。この定義
において、用語「置換アレーン」は、単環式および多環式芳香族炭化水素から誘導される
化合物を指し、該炭化水素中、炭化水素の１個以上の水素原子は、非水素原子（たとえば
、ハロゲン原子）または非アルキル官能基（たとえば、ヒドロキシ基）で置きかえられる
。
【００５８】
　用語「ヘテロアレーンジイル基」は、本明細書で使用される場合、環原子から２個の水
素原子を外すことによってヘテロアレーンから誘導される二価の官能基を指す。この定義
において、用語「ヘテロアレーン」は、単環式および多環式芳香族炭化水素から誘導され
る化合物を指し、該炭化水素中、炭化水素の少なくとも１つのメチン基（－Ｃ＝）は、三
価のヘテロ原子で置きかえられ、かつ／または炭化水素の少なくとも１つのビニリデン基
（－ＣＨ＝ＣＨ－）は、二価のヘテロ原子で置きかえられる。
【００５９】
　用語「置換ヘテロアレーンジイル基」は、本明細書で使用される場合、環原子から２個
の水素原子を外すことによって置換ヘテロアレーンから誘導される二価の官能基を指す。
この定義において、用語「置換ヘテロアレーン」は、置換ヘテロアリール基の定義で上述
したものと同じ意味を有する。
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【００６０】
　用語「アシル基」は、本明細書で使用される場合、カルボン酸基からヒドロキシ基を外
すことによってアルキルカルボン酸から誘導される一価の官能基を指す。この定義におい
て、用語「アルキルカルボン酸」は、１つ以上のカルボン酸基を有する非環式の非分岐お
よび分岐炭化水素を指す。
【００６１】
　用語「置換アシル基」は、本明細書で使用される場合、カルボン酸基からヒドロキシ基
を外すことによって置換アルキルカルボン酸から誘導される一価の官能基を指す。この定
義において、用語「置換アルキルカルボン酸」は、置換アルカンに結合されている１つ以
上のカルボン酸基を有する化合物を指し、用語「置換アルカン」は、置換アルキル基の定
義で上述した通りである。
【００６２】
　用語「ランドリーケア組成物」は、本明細書で使用される場合、別段指定されない限り
、顆粒、粉末、液体、ゲル、ペースト、単位分量、バー形態および／またはフレークタイ
プの洗浄剤および／または布地処理組成物を含み、たとえば、これらに限定されないが、
布地を洗濯するための製品、布地柔軟組成物、布地強化組成物、布地フレッシュニング組
成物、その他の布地のケアおよびメンテナンスのための製品、ならびにこれらの組合せを
含む。このような組成物は、洗浄工程に先立って使用される前処理組成物であってもよく
、または濯ぎに添加される組成物、ならびにクリーニング補助剤、たとえば漂白添加剤お
よび／または「ステインスティック」もしくは前処理組成物または基材含有製品、たとえ
ば乾燥機に投入されるシートであってもよい。
【００６３】
　用語「洗剤組成物」は、本明細書で使用される場合、ランドリーケア組成物の一部であ
り、布地を洗濯するための製品を含むが、これに限定されないクリーニング組成物を含む
。このような組成物は、洗浄工程に先立って使用される前処理組成物であってよく、また
は濯ぎに添加される組成物、ならびにクリーニング補助剤、たとえば漂白添加剤および「
ステインスティック」もしくは前処理タイプであってもよい。
【００６４】
　用語「セルロース基材」は、本明細書で使用される場合、少なくとも大部分の重量によ
るセルロースを含む任意の基材を含むことを意図している。セルロースは、木材、綿、リ
ネン、ジュート、および麻に含まれ得る。セルロース基材は、粉末、ファイバー、パルプ
の形態、ならびに粉末、ファイバーおよびパルプから形成される物品でよい。セルロース
系ファイバーは、限定されないが、綿、レーヨン（再生セルロース）、アセテート（酢酸
セルロース）、トリアセテート（三酢酸セルロース）、およびこれらの混合物を含む。セ
ルロース系ファイバーから形成される物品は、布帛物品、たとえば布地を含む。パルプか
ら形成される物品は、紙を含む。
【００６５】
　用語「固体」は、本明細書で使用される場合、顆粒、粉末、バーおよび錠剤製品の形態
を含む。
【００６６】
　用語「流体」は、本明細書で使用される場合、液体、ゲル、ペーストおよびガス製品の
形態を含む。
【００６７】
　特記しない限り、すべての成分または組成物の濃度は、その成分または組成物の活性部
分を基準とし、このような成分または組成物の市販の供給源中に存在し得る不純物、たと
えば、残留溶媒または副生成物は除外する。
【００６８】
　すべてのパーセンテージおよび比率は、別段の指定がない限り、重量により計算される
。すべてのパーセンテージおよび比率は、別段の指定がない限り、全組成物に基づいて計
算される。
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【００６９】
　第１の態様において、本発明は、ランドリーケア成分または補助剤と、第１の色の状態
（すなわち、組成物の最初の色の状態）から、知覚できるほど第１の色の状態とは異なる
第２の色の状態に変化させることができる、少なくとも１種の化合物とを含むランドリー
ケア組成物を提供する。したがって、化合物は、未着色状態から着色状態に変化させるこ
とができる。あるいは、化合物は、第１の色から第２の色に変化させることができ、ここ
で第１の色および第２の色は、互いに知覚できるほど異なる。好ましい態様において、化
合物の第２の色の状態は、約４８０から約６８０ｎｍ、より好ましくは約５４０から約６
８０ｎｍ、最も好ましくは約５２０から約３２０ｎｍの範囲の波長のλmaxを示す。別の
好ましい態様において、化合物の第１の色の状態は、無色であり（すなわち、化合物は、
視覚的に知覚可能な色を示さない）、化合物の第２の色の状態は、約４８０から約６８０
ｎｍ、より好ましくは約５４０から約６８０ｎｍ、最も好ましくは約５２０から約３２０
ｎｍの範囲の波長のλmaxを示す。
【００７０】
　化合物は、上記の色の変化の特性を示すことができる任意の好適な化合物であってよい
。好ましくは、化合物は、次式（Ｉ）、（Ｘ）、（ＸＸ）、（ＸＸＶ）、（ＸＸＸ）、（
ＸＸＸＶ）、（ＸＬ）、（Ｌ）、（ＬＶ）、（ＬＸ）、（ＬＸＸ）、（ＬＸＸＸ）および
（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する。
【００７１】
　式（Ｉ）の構造は、以下の通りである。
【００７２】

【化２０】

【００７３】
この構造中、Ｘ1およびＸ2は、炭素原子および窒素原子からなる群から選択される。変数
ａは、０～５の整数であるが、ただしａは、Ｘ1およびＸ2のうちの１つが窒素原子である
とき、０～４の整数であり、ａは、Ｘ1およびＸ2が両方とも窒素原子であるとき、０～３
の整数である。各Ｒ1は、独立に、ハロゲン、ヒドロキシ基、ニトロ基、アルキル基、置
換アルキル基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ
）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ

5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選
択される。各Ｍはカチオンである。Ｒ5およびＲ6は、独立に、水素、アルキル基、置換ア
ルキル基、アリール基、置換アリール基、およびＲaからなる群から選択される。Ｒ2およ
びＲ3は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロアリール基、および置換ヘテロ
アリール基からなる群から選択されるが、ただしＸ1およびＸ2が両方とも炭素原子である
とき、Ｒ2およびＲ3のうちの少なくとも１つは、好ましくは、ヘテロアリール基または置
換ヘテロアリール基である。Ｌ1は、水素、ハロゲン、ヒドロキシ基、シアノ基、および
－ＯＲ8からなる群から選択され、Ｒ8は、アルキル基および置換アルキル基からなる群か
ら選択される。
【００７４】
　Ｒ2およびＲ3は、任意の好適なアリール基、置換アリール基、ヘテロアリール基、また
は置換ヘテロアリール基であってよい。好適な基は、これらに限定されないが、次式（Ｉ
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【００７５】
【化２１－１】

【００７６】



(17) JP 6728427 B2 2020.7.22

10

20

30

40

【化２１－２】

【００７７】
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【化２１－３】

【００７８】
式（ＩＡ）～（ＩＪ）の構造中、Ｒ5およびＲ6は、上記と同じであり、Ｒ9は、アルキル
基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、ヘテロアリール基、置換ヘテロアリ
ール基、シアノ基、ハロゲン、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ
、および－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5からなる群から選択される。さらに、２つ以上の隣接基Ｒ9を合
わせて縮合環構造を形成することができる。Ｘ3、Ｘ4、Ｘ5およびＸ6は、炭素原子および
窒素原子からなる群から選択されるが、ただし（１）Ｘ3、Ｘ4、Ｘ5およびＸ6のうちの少
なくとも１つは窒素原子であり、（２）Ｘ4が窒素原子であるとき、Ｘ3およびＸ5は両方
とも炭素原子であり、（３）Ｘ3が窒素原子であるとき、Ｘ4は炭素原子である。変数ｚａ
およびｚｂは、独立に０～５の整数からなる群から選択され、ｚａとｚｂの合計は０～５
の整数である。変数ｚｃおよびｚｄは、独立に０～３の整数からなる群から選択される。
変数ｚｅおよびｚｆは、独立に０～４の整数からなる群から選択され、ｚｅとｚｆの合計
は５－Ｎ以下であり、ここでＮは、芳香族環中の窒素原子の数に等しい。変数ｚｇおよび
ｚｈは、独立に０～４の整数からなる群から選択され、ｚｇとｚｈの合計は０～４の整数
である。
【００７９】
　式（Ｘ）の構造は、以下の通りである。
【００８０】
【化２２】
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【００８１】
この構造中、Ｘ10は、－Ｃ（Ｏ）－および－Ｓ（Ｏ）2からなる群から選択される。変数
ｄは０～４の整数である。各Ｒ10は、独立にハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アル
キル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ
（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）
ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ
）2Ｒ5からなる群から選択される。好ましくは、Ｒ2およびＲ3のうちの少なくとも１つは
、ヘテロアリール基および置換ヘテロアリール基からなる群から選択される。Ｒ5および
Ｒ6は、式（Ｉ）の構造で上述した通りである。
【００８２】
　式（ＸＸ）の構造は、以下の通りである。
【００８３】
【化２３】

【００８４】
　式（ＸＸＶ）の構造は、以下の通りである。
【００８５】

【化２４】

【００８６】
これらの構造中、変数ｅおよびｆは、独立に０～４の整数である。Ｒ20およびＲ21はそれ
ぞれ、独立に、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5

、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択される。各Ｒ25は
、独立に糖類残基（すなわち、単糖類残基、二糖類残基、オリゴ糖類残基、および多糖類
残基）、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され
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なる群から選択される。Ｒ5およびＲ6は、式（Ｉ）の構造で上述した通りである。
【００８７】
　式（ＸＸＸ）の構造は、以下の通りである。
【００８８】
【化２５】

【００８９】
　式（ＸＸＸＶ）の構造は、以下の通りである。
【００９０】
【化２６】

【００９１】
これらの構造中、Ｒ30は、－ＯＲ36および－ＮＲ36Ｒ37からなる群から選択される。Ｒ36

およびＲ37はそれぞれ、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換
アリール基、アシル基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6か
らなる群から選択される。変数ｇおよびｈは、独立に０～４の整数である。Ｒ31およびＲ

32はそれぞれ、独立に、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－
Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）
ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2

Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選択される。Ｒ34およ
びＲ35は、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、
およびＲaからなる群から選択される。Ｒ33は、水素、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｈ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、および－Ｃ（Ｏ）Ｒ5からなる群から選択される。Ｘ30、Ｘ3

1、Ｘ32およびＸ33は、独立に、炭素原子および窒素原子からなる群から選択されるが、
ただしＸ30、Ｘ31、Ｘ32およびＸ33のうちの２つ以下は窒素原子である。Ｒ5およびＲ6は
、式（Ｉ）の構造で上述した通りである。
【００９２】
　式（ＸＬ）の構造は、以下の通りである。
【００９３】
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【００９４】
この構造中、Ｘ40は、酸素原子、硫黄原子、およびＮＲ45からなる群から選択される。Ｒ

45は、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、
－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6

からなる群から選択される。Ｒ40およびＲ41は、独立に、－ＯＲ5および－ＮＲ5Ｒ6から
なる群から選択される。変数ｊおよびｋは、独立に０～３の整数である。Ｒ42およびＲ43

はそれぞれ、独立に、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ
（Ｏ）2Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－Ｃ（Ｏ）
ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、Ｒ44は、－Ｃ（
Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、および－Ｃ（Ｏ）ＳＲ5からなる群か
ら選択される。Ｒ5およびＲ6は、式（Ｉ）の構造で上述した通りである。
【００９５】
　好ましい態様において、Ｒ44は、
【００９６】

【化２８－１】

【００９７】
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【化２８－２】

【００９８】
からなる群から選択される。
【００９９】
　式（Ｌ）の構造は、以下の通りである。
【０１００】

【化２９】

【０１０１】
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この構造中、Ｒ50、Ｒ51およびＲ52は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロア
リール基、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択される。Ｚはアニオンである
。変数ｍおよびｎは、独立に正の整数である。変数ｙは、アニオンの電荷であり、ｍ、ｎ
およびｙの値は、次式ｍ＝（－１）・ｙ・ｎを満たす。
【０１０２】
　式（ＬＶ）の構造は、以下の通りである。
【０１０３】
【化３０】

【０１０４】
この構造中、Ｒ54およびＲ55は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロアリール
基、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択される。Ｒ53は、アレーンジイル基
、置換アレーンジイル基、ヘテロアレーンジイル基、および置換ヘテロアレーンジイル基
からなる群から選択される。変数ｐは、正の整数であり、ｐ、ｎおよびｙの値は、次式２
ｍ＝（－１）・ｙ・ｎを満たす。Ｒ51およびＲ52は、式（Ｌ）の構造で上述した通りであ
る。
【０１０５】
　式（Ｌ）および（ＬＶ）の芳香族基Ｒ50、Ｒ51、Ｒ52、Ｒ54およびＲ55は、任意の好適
な芳香族基であり得る。好適な芳香族基は、これらに限定されないが、上記の式（ＩＡ）
～（ＩＪ）の構造と一致する基を含む。好適な二価の芳香族基Ｒ53は、これらに限定され
ないが、式（ＩＡ）～（ＩＪ）の構造の二価の類似体を含む。
【０１０６】
　式（ＬＸ）の構造は、以下の通りである。
【０１０７】
【化３１】

【０１０８】
この構造中、Ｘ60は、窒素原子および硫黄原子からなる群から選択される。Ｘ61は、酸素
原子および硫黄原子からなる群から選択される。Ｘ62は、炭素原子および窒素原子からな
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る群から選択される。変数ｑおよびｒは、独立に０～４の整数である。Ｒ60およびＲ61は
それぞれ、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール
基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群か
ら選択される。さらに、ｑまたはｒが２以上である場合、隣接基Ｒ60およびＲ61を合わせ
てアリール基または置換アリール基を形成することができる。Ｒ62は、アルキル基および
置換アルキル基からなる群から選択される。Ｒ5およびＲ6は、式（Ｉ）の構造で上述した
通りである。
【０１０９】
　式（ＬＸＸ）の構造は、以下の通りである。
【０１１０】
【化３２】

【０１１１】
この構造中、Ｘ70は、酸素原子、窒素原子、および硫黄原子からなる群から選択される。
Ｘ71は、炭素原子および窒素原子からなる群から選択される。変数ｓおよびｔは、独立に
０～４の整数である。Ｒ70およびＲ71はそれぞれ、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換
アルキル基、アリール基、置換アリール基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－
ＯＲ5、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択される。さらに、ｓまたはｔが２以上であ
る場合、隣接基Ｒ70およびＲ71を合わせてアリール基または置換アリール基を形成するこ
とができる。Ｒ5およびＲ6は、式（Ｉ）の構造で上述した通りである。
【０１１２】
　式（ＬＸＸＸ）の構造は、以下の通りである。
【０１１３】

【化３３】

【０１１４】
この構造中、Ｒ80およびＲ81は、独立に、アルケニル基、置換アルケニル基、アリール基
、置換アリール基、ヘテロアリール基、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択
される。Ｒ82、Ｒ83、Ｒ84およびＲ85は、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、
アリール基、置換アリール基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、
－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5からなる群か
ら選択される。さらに、Ｒ82およびＲ85を合わせて架橋アルカンジイル基、架橋酸素原子
、架橋窒素原子、または架橋硫黄原子を形成することができる。Ｒ5およびＲ6は、式（Ｉ
）の構造で上述した通りである。
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【０１１５】
　芳香族基Ｒ80およびＲ81は、任意の好適な芳香族基であってよい。好適な芳香族基は、
これらに限定されないが、上記の式（ＩＡ）～（ＩＪ）の構造と一致する基を含む。
【０１１６】
　式（ＸＣ）の構造は、以下の通りである。
【０１１７】
【化３４】

【０１１８】
この構造中、変数ｕは０～３の整数である。変数ｖおよびｗは、独立に０～４の整数であ
る。Ｒ90、Ｒ91およびＲ92は、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基、アリー
ル基、置換アリール基、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、
－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、および－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6

からなる群から選択される。Ｒ5およびＲ6は、式（Ｉ）の構造で上述した通りである。
【０１１９】
　式（Ｉ）、（Ｘ）、（ＸＸ）、（ＸＸＶ）、（ＸＸＸ）、（ＸＸＸＶ）、（ＸＬ）、（
Ｌ）、（ＬＶ）、（ＬＸ）、（ＬＸＸ）、（ＬＸＸＸ）および（ＸＣ）の構造中、Ｒaは
、－Ｒx－Ｏ－Ｒy－Ｒzおよび－Ｒy－Ｒzからなる群から選択される。Ｒxは、アルカンジ
イル基およびアレーンジイル基からなる群から選択される。Ｒzは、水素、アルキル基、
置換アルキル基、アシル基、およびＲbからなる群から選択される。Ｒbは、式（Ｉ）～（
ＸＣ）からなる群から選択される構造の発色部分に対応する一価の基であり、－Ｒx－Ｏ
－Ｒy－または－Ｒy－部分が、２つの発色部分間の架橋またはリンカーを勤めることを意
味する。Ｒyは、
（ｉ）式（Ｃ）の構造と一致する繰り返し単位から独立に選択される２つ以上の二価の繰
り返し単位を含む二価の置換基
【０１２０】
【化３５】

【０１２１】
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ル、アルコキシアルキル、およびアリールオキシアルキルからなる群から選択される］、
（ｉｉ）式（ＣＸ）の構造と一致する二価の置換基
【０１２２】
【化３６】

【０１２３】
［ここで、Ｒ111およびＲ112は、独立に、水素、ヒドロキシル、およびＣ1～Ｃ10アルキ
ルからなる群から選択され、ａａは１～１２の整数であり、ｂｂは１以上（たとえば１～
１００）の整数である］、
（ｉｉｉ）式（ＣＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【０１２４】

【化３７】

【０１２５】
［ここで、Ｒ121およびＲ122は、独立に、水素、ヒドロキシル、およびＣ1～Ｃ10アルキ
ルからなる群から選択され、ｃｃは１～１２の整数であり、ｄｄは１以上（たとえば１～
１００）の整数である］、
（ｉｖ）式（ＣＸＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【０１２６】
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【化３８】

【０１２７】
［ここで、Ｒ131、Ｒ132およびＲ133は、独立に、アルキルおよびヒドロキシアルキルか
ら選択され、ｅｅは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖ）式（ＣＸＬ）の構造と一致する二価の置換基
【０１２８】

【化３９】

【０１２９】
［ここで、各Ｒ141は、独立に、水素およびアルキルアミン基からなる群から選択され、
ｆｆは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉ）式（ＣＬ）の構造と一致する二価の置換基
【０１３０】

【化４０】

【０１３１】
［ここで、ｇｇは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉｉ）式（ＣＬＸ）の構造と一致する二価の置換基
【０１３２】
【化４１】
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［ここで、各Ｒ161は、独立に、水素およびメチルからなる群から選択され、ｈｈは１以
上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉｉｉ）式（ＣＬＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【０１３４】
【化４２】

【０１３５】
［ここで、Ｒ171、Ｒ172およびＲ173はそれぞれ、独立に、水素および－ＣＨ2ＣＯ2Ｈか
らなる群から選択され、ｊｊは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｉｘ）式（Ｃ）、（ＣＸ）、（ＣＸＸ）、（ＣＸＸＸ）、（ＣＸＬ）、（ＣＬ）、（Ｃ
ＬＸ）または（ＣＬＸＸ）の構造と一致する置換基からなる群から選択される２つ以上の
置換基を含む二価の置換基
からなる群から選択される二価の置換基である。
【０１３６】
　一連の好ましい態様において、Ｒyは、式（ＣＡ）、（ＣＢ）および（ＣＣ）からなる
群から選択される構造と一致する二価の置換基である。
【０１３７】
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【化４３】

【０１３８】
式（ＣＡ）、（ＣＢ）および（ＣＣ）の構造中、ｆｆ、ｇｇおよびｈｈは、ゼロおよび正
の整数（たとえば、０から約１００の整数）からなる群から選択され、ｓ、ｔおよびｖの
合計は、２以上（たとえば、２から約３００、３から約３００、２から約２００、３から
約２００、２から約１００、３から約１００、２から約５０、３から約５０、約３から約
３０、約３から約２５、または約３から約２０）である。
【０１３９】
　式（ＣＡ）、（ＣＢ）および（ＣＣ）の構造中、二価の置換基Ｒyは、ブロック構成中
に配列される一連の繰り返し単位を含むものとして表される。このような繰り返し単位の
配列が可能であり、潜在的に好ましいが、二価の置換基Ｒyを含む繰り返し単位は、ラン
ダム構成中またはブロック構成とランダム構成の任意の好適な組合せ中に配列されてもよ
い。たとえば、Ｒyは、ランダム構成中に配列される式（ＣＡ）の構造と一致する２つ以
上の異なる一連の繰り返し単位を含む二価の置換基またはランダム構成中にすべて配列さ
れる一連の式（ＣＡ）の構造と一致する２つ以上の異なる繰り返し単位と式（ＣＢ）の構
造と一致する１つ以上の繰り返し単位を含む二価の置換基であってよい。また、Ｒyは、
ランダム構成中に配列された一連の式（ＣＡ）の構造と一致する２つ以上の異なる繰り返
し単位と、その後に続く式（ＣＢ）の構造と一致する繰り返し単位のブロックとを含む二
価の置換基であってよい。
【０１４０】
　式（Ｉ）、（Ｘ）、（ＸＸ）、（ＸＸＶ）、（ＸＸＸ）、（ＸＸＸＶ）、（ＸＬ）、（
Ｌ）、（ＬＶ）、（ＬＸ）、（ＬＸＸ）、（ＬＸＸＸ）および（ＸＣ）の構造から見るこ
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とができるように、各化合物は、共役系（すなわち、共役ｐ軌道の系）が追加の置換基の
存在によって中断される構造を有する。たとえば、式（Ｉ）の構造中、Ｌ基は、そうでな
ければ中心炭素原子周囲のアリール／ヘテロアリール基によって形成されると考えられる
共役系を中断する。この共役系の中断は、化合物の可視スペクトル中の電磁放射の吸収を
限定し、化合物が第１の色の状態を示すようにする。実際、共役が非常に限定される場合
、化合物は、可視スペクトル中に知覚できる吸収を一切示すことはなく、化合物は無色で
あると考えられることを意味する。しかし、共役系を中断する置換基が外れれば、化合物
は共役系を有する。そして、化合物は、この共役系の存在のために、第２の色の状態を示
す。
【０１４１】
　以下の構造は、式（Ｉ）、（Ｘ）、（ＸＸ）、（ＸＸＶ）、（ＸＸＸ）、（ＸＸＸＶ）
、（ＸＬ）、（Ｌ）、（ＬＶ）、（ＬＸ）、（ＬＸＸ）、（ＬＸＸＸ）および（ＸＣ）の
化合物の共役同等物を表す。共役同等物は、上記の化合物に類似した標識を有するが、プ
ライム（’）符号でさらに指定される。
【０１４２】
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【化４４－１】

【０１４３】
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【化４４－２】

【０１４４】
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【化４４－３】

【０１４５】
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【化４４－４】

【０１４６】
　共役を中断する置換基は、任意の好適な手段によって外すことができ、または放つこと
ができる。たとえば、化合物が異なるｐＨに晒されると、置換基は放出され得る。これは
、たとえば、ｐＨが、ランドリーケア組成物の塩基性状態から洗浄水の比較的中性のｐＨ
状態に変化するとき、起こり得る。変化は、温度の変化（すなわち、ランドリーケア組成
物の周囲温度から洗浄水の温度への変化または乾燥機の熱への曝露）によっても誘発され
得る。変化は、化合物を含む溶媒の変化（たとえば、化合物はソルバトクロミズムを示し
得る）、たとえばランドリーケア組成物から洗浄水／リカーの環境の変化によっても誘発
され得る。あるいは、変化は、化合物の光への曝露によって誘発され得る。変化は、化合
物が存在するレドックス環境下での変化に起因して生じるレドックス反応によっても誘発
され得る。たとえば、化合物は、還元剤の存在によって第１の色の状態で維持され得る。
洗浄サイクル中に還元剤が洗い落とされたとき、化合物は酸化反応を経て共役形態の化合
物を得、第２の色の状態に変化させることができる。色の変化は、組成物中に含有され、
化合物中の共役を中断する基への結合を切断するように作用する酵素の働きによって誘発
され得る。化合物の特定の基（式（Ｘ）および（ＸＣ）の構造と一致する化合物など）で
は、色の変化は、展開剤、たとえばルイス酸、第４級塩、またはブレーンステッド酸によ
って誘発され得る。色の変化を誘発する化合物または助剤（たとえば、展開剤または酵素
）を、組成物を保管するときに２つを単離するためにカプセル化してもよい。このような
態様において、化合物または誘発剤を含有するカプセルは、組成物の使用における適当な
時点で分解し、その内容物を放出するように設計されていると考えられる。変化は、化合
物が、洗浄水中に存在する荷電イオン（たとえば、Ｍｇ2+またはＣａ2+）をキレートする
ときにも誘発され得る。使用する特定の化合物に応じて、上記の各機構のみが変化を誘発
し得、または２つ以上の機構が共同で変化を誘発することができる。たとえば、共役形態
への変化は、ランドリーケア組成物を洗浄水に添加したときに生じるｐＨおよび温度の両
方の変化によって誘発され得る。
【０１４７】
　化合物は、任意の好適な量で、ランドリーケア組成物中に存在し得る。たとえば、式（
Ｉ）～（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する化合物は、約０．００１ｗｔ％
以上の量でランドリーケア組成物中に存在することができる。化合物は、典型的には、約
２０ｗｔ％以下の量でランドリーケア組成物中に存在する。したがって、好ましい態様に
おいて、式（Ｉ）～（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する化合物は、約０．
００１ｗｔ％～約２０ｗｔ％の量でランドリーケア組成物中に存在する。
【０１４８】
　ランドリーケア補助材料。好適な補助剤は、たとえば、洗浄する基材の処理で、たとえ
ば軟化するもしくはさっぱりさせることによって、洗浄性能を助長もしくは強化するため
のものでよく、または香料、着色剤、非布地濃淡染料などを用いる場合は、組成物の審美
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性を修正するためのものでよい。好適な補助材料は、これらに限定されないが、界面活性
剤、ビルダー、キレート剤、染料移動阻害剤、分散剤、酵素、および酵素安定剤、触媒物
質、漂白活性剤、過酸化水素、過酸化水素源、前もって形成された過酸、ポリマー分散剤
、粘土質汚れ除去／再付着防止剤、光沢剤、起泡抑制剤、染料、色相染料、香料、香料送
達系、構造弾性化剤、布地柔軟剤、キャリア、ヒドロトロープ、加工助剤、溶媒、追加の
染料および／または顔料を含み、これらのうち一部を以下に詳述する。以下の開示に加え
て、このようなその他の補助剤の好適な例および使用濃度は、参照により組み込まれる米
国特許第５，５７６，２８２号、同第６，３０６，８１２号Ｂ１、および同第６，３２６
，３４８号Ｂ１に記載されている。
【０１４９】
　追加の布地色相剤。追加の布地濃淡染料を導入することは好ましくないが、式（Ｉ）～
（ＸＣ）の構造と一致する化合物に加えて、組成物は、１種以上の追加の布地色相剤を含
んでよい。好適な布地色相剤は、染料、染料－粘土共役物質、および顔料を含む。好適な
染料は、合成ファイバー、たとえばポリエステルおよび／またはナイロンへの付着と比べ
て綿布帛により多く付着するものを含む。さらに好適な染料は、綿と比べて合成布帛、た
とえばポリエステルおよび／またはナイロンにより多く付着するものを含む。好適な染料
は、小分子染料および重合性染料を含む。好適な小分子染料は、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ
、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒｅｄ、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ、Ａｃｉｄ
　Ｒｅｄ、Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ、Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ
およびＢａｓｉｃ　Ｒｅｄ、またはこれらの混合物の色指数（Ｃ．Ｉ．）分類に該当する
染料からなる群から選択される小分子染料を含む。小分子染料の例には、色指数（英国染
料染色学会：Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ、Ｂｒ
ａｄｆｏｒｄ，ＵＫ）数Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ９、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ３
５、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ４８、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ５１、Ｄｉｒｅｃｔ
　Ｖｉｏｌｅｔ６６、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ９９、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ１、Ｄ
ｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ７１、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ８０、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ２７
９、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ１７、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ７３、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ８８、Ａｃｉｄ　
Ｒｅｄ１５０、Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ１５、Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ１７、Ａｃｉｄ　
Ｖｉｏｌｅｔ２４、Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ４３、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ５２、Ａｃｉｄ　Ｖ
ｉｏｌｅｔ４９、Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ５０、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ１５、Ａｃｉｄ　Ｂ
ｌｕｅ１７、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ２５、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ２９、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ４
０、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ４５、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ７５、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ８０、Ａｃ
ｉｄ　Ｂｌｕｅ８３、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ９０およびＡｃｉｄ　Ｂｌｕｅ１１３、Ａｃｉ
ｄ　Ｂｌａｃｋ１、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ１、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ３、Ｂａｓ
ｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ４、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ１０、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ３５
、Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ３、Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ１６、Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ２２、Ｂ
ａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ４７、Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ６６、Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ７５、Ｂａ
ｓｉｃ　Ｂｌｕｅ１５９からなる群から選択されるものが挙げられ、色指数（英国染料染
色学会）数Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ１７、Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ４３、Ａｃｉｄ　Ｒｅ
ｄ５２、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ７３、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ８８、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ１５０、Ａｃ
ｉｄ　Ｂｌｕｅ２５、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ２９、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ４５、Ａｃｉｄ　Ｂ
ｌｕｅ１１３、Ａｃｉｄ　Ｂｌａｃｋ１、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ１、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂ
ｌｕｅ７１からなる群から選択される小分子染料が好ましいことがある。Ｄｉｒｅｃｔ　
Ｖｉｏｌｅｔ小分子染料が好ましいこともある。Ａｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ１７、Ｄｉｒｅ
ｃｔ　Ｂｌｕｅ７１、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｖｉｏｌｅｔ５１、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ１、Ａ
ｃｉｄ　Ｒｅｄ８８、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ１５０、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ２９、Ａｃｉｄ　Ｂ
ｌｕｅ１１３およびこれらの混合物からなる群から選択される染料が好ましいこともある
。
【０１５０】
　好適な重合性染料には、共有結合された色原体を含有するポリマー（染料－ポリマー抱
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合体）およびポリマーの骨格に共重合された色原体を有するポリマーおよびこれらの混合
物からなる群から選択される重合性染料、ならびにＬｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（Ｍ
ｉｌｌｉｋｅｎ，Ｓｐａｒｔａｎｂｕｒｇ，Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ）の
名称で販売されている布地直接染料（ｆａｂｒｉｃ－ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｅ　ｃｏｌｏ
ｒａｎｔ）、少なくとも１種の反応性染料と、ヒドロキシル部分、第１級アミン部分、第
２級アミン部分、チオール部分およびこれらの混合物からなる群から選択される部分を含
むポリマーからなる群から選択されるポリマーとから形成される染料－ポリマー抱合体か
らなる群から選択される重合性染料が挙げられる。さらに別の側面において、好適な重合
性染料には、Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（Ｍｉｌｌｉｋｅｎ，Ｓｐａｒｔａｎｂｕ
ｒｇ，Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ）Ｖｉｏｌｅｔ　ＣＴ、反応性青色色素、
反応性紫色色素または反応性赤色色素と抱合しているカルボキシメチルセルロース（ＣＭ
Ｃ）、たとえば製品名ＡＺＯ－ＣＭ－ＣＥＬＬＵＬＯＳＥ、製品コードＳ－ＡＣＭＣでＭ
ｅｇａｚｙｍｅ，Ｗｉｃｋｌｏｗ，Ｉｒｅｌａｎｄから販売されているＣ．Ｉ．Ｒｅａｃ
ｔｉｖｅ　Ｂｌｕｅ１９と抱合しているＣＭＣ、アルコキシル化トリフェニルメタン高分
子色素、アルコキシル化チオフェン高分子色素、およびこれらの混合物が挙げられる。好
ましい追加の色相染料には、ＷＯ０８／８７４９７Ａ１に記載の白色化剤が挙げられる。
これらの白色化剤は、以下の構造（Ｍ）によって特徴付けることができる。
【０１５１】
【化４５】

【０１５２】
ここで、Ｒ1およびＲ2は、独立に、以下から選択することができる。
ａ）［（ＣＨ2ＣＲ’ＨＯ）x（ＣＨ2ＣＲ’’ＨＯ）yＨ］（ここで、Ｒ’は、Ｈ、ＣＨ3

、ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）zＨ）およびこれらの混合物からなる群から選択され、Ｒ’’
は、Ｈ、ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）zＨおよびこれらの混合物からなる群から選択され、ｘ
＋ｙ≦５であり、ｙ≧１であり、ｚ＝０～５である）、
ｂ）Ｒ1＝アルキル、アリールまたはアリールアルキル、Ｒ2＝［（ＣＨ2ＣＲ’ＨＯ）x（
ＣＨ2ＣＲ’’ＨＯ）yＨ］（ここで、Ｒ’は、Ｈ、ＣＨ3、ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）zＨ
）およびこれらの混合物からなる群から選択され、Ｒ’’は、Ｈ、ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2

Ｏ）zＨおよびこれらの混合物からなる群から選択され、ｘ＋ｙ≦１０であり、ｙ≧１で
あり、ｚ＝０～５である）、
ｃ）Ｒ1＝［ＣＨ2ＣＨ（ＯＲ3）ＣＨ2ＯＲ4］、Ｒ2＝［ＣＨ2ＣＨ（ＯＲ3）ＣＨ2ＯＲ4］
（ここで、Ｒ3は、Ｈ、（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）zＨおよびこれらの混合物からなる群から選択さ
れ、ｚ＝０～１０であり、Ｒ4は、（Ｃ1～Ｃ16）アルキル、アリール基、およびこれらの
混合物からなる群から選択される）、
ｄ）Ｒ1およびＲ2は、独立に、後に１～１０個のアルキレンオキシド単位を添加する、ス



(37) JP 6728427 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

チレンオキシドのアミノ付加生成物、グリシジルメチルエーテル、イソブチルグリシジル
エーテル、イソプロピルグリシジルエーテル、ｔ－ブチルグリシジルエーテル、２－エチ
ルヘキシルグリシジルエーテル、およびグリシジルヘキサデシルエーテルから選択するこ
とができる。
【０１５３】
　本発明の組成物に導入してよい好ましい追加の布地色相剤は、以下の構造（ＭＩ）によ
って特徴付けられ得る。
【０１５４】
【化４６】

【０１５５】
ここで、Ｒ’は、Ｈ、ＣＨ3、ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）zＨ、およびこれらの混合物から
なる群から選択され、Ｒ’’は、Ｈ、ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）zＨ、およびこれらの混合
物からなる群から選択され、ｘ＋ｙ≦５であり、ｙ≧１であり、ｚ＝０～５である。
【０１５６】
　さらに好ましい追加の色相染料は、以下の構造（ＭＩＩ）によって特徴付けられてよい
。
【０１５７】

【化４７】

【０１５８】
　この染料は、典型的には、１分子中、平均３～１０個のＥＯ基、好ましくは５つのＥＯ
基を有する化合物の混合物である。
【０１５９】
　さらに追加の濃淡染料は、ＵＳＰＮ２００８３４５１１Ａ１（Ｕｎｉｌｅｖｅｒ）に記
載のものである。好ましい助剤は、「ソルベントバイオレット１３」である。
【０１６０】
　好適な染料粘土抱合体には、少なくとも１種のカチオン／塩基性染料およびスメクタイ
ト粘土、ならびにこれらの混合物を含む群から選択される染料粘土抱合体が挙げられる。
別の側面において、好適な染料粘土抱合体は、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｙｅｌｌｏｗ１～１
０８、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｏｒａｎｇｅ１～６９、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｒｅｄ１～１
１８、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ１～５１、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ１～
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１６４、Ｃ．Ｉ．　Ｂａｓｉｃ　Ｇｒｅｅｎ１～１４、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｂｒｏｗｎ
１～２３、ＣＩ　Ｂａｓｉｃ　Ｂｌａｃｋ１～１１、ならびにモンモリロナイト粘土、ヘ
クトライト粘土、サポナイト粘土およびこれらの混合物からなる群から選択される粘土か
らなる群から選択される一カチオン／塩基性染料からなる群から選択される染料粘土抱合
体を含む。さらに別の側面において、好適な染料粘土抱合体は、モンモリロナイトＢａｓ
ｉｃ　Ｂｌｕｅ　Ｂ７　Ｃ．Ｉ．４２５９５抱合体、モンモリロナイトＢａｓｉｃ　Ｂｌ
ｕｅ　Ｂ９　Ｃ．Ｉ．５２０１５抱合体、モンモリロナイトＢａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　
Ｖ３　Ｃ．Ｉ．４２５５５抱合体、モンモリロナイトＢａｓｉｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｇ１　Ｃ
．Ｉ．４２０４０抱合体、モンモリロナイトＢａｓｉｃ　Ｒｅｄ　Ｒ１　Ｃ．Ｉ．４５１
６０抱合体、モンモリロナイト　Ｃ．Ｉ．　Ｂａｓｉｃ　Ｂｌａｃｋ２抱合体、ヘクトラ
イトＢａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ　Ｂ７　Ｃ．Ｉ．４２５９５抱合体、ヘクトライトＢａｓｉｃ
　Ｂｌｕｅ　Ｂ９　Ｃ．Ｉ．５２０１５抱合体、ヘクトライトＢａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ
　Ｖ３　Ｃ．Ｉ．４２５５５抱合体、ヘクトライトＢａｓｉｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｇ１　Ｃ．
Ｉ．４２０４０抱合体、ヘクトライトＢａｓｉｃ　Ｒｅｄ　Ｒ１　Ｃ．Ｉ．４５１６０抱
合体、ヘクトライト　Ｃ．Ｉ．　Ｂａｓｉｃ　Ｂｌａｃｋ２抱合体、サポナイトＢａｓｉ
ｃ　Ｂｌｕｅ　Ｂ７　Ｃ．Ｉ．４２５９５抱合体、サポナイトＢａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ　Ｂ
９　Ｃ．Ｉ．５２０１５抱合体、サポナイトＢａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　Ｖ３　Ｃ．Ｉ．
４２５５５抱合体、サポナイトＢａｓｉｃ　Ｇｒｅｅｎ　Ｇ１　Ｃ．Ｉ．４２０４０抱合
体、サポナイトＢａｓｉｃ　Ｒｅｄ　Ｒ１　Ｃ．Ｉ．４５１６０抱合体、サポナイト　Ｃ
．Ｉ．　Ｂａｓｉｃ　Ｂｌａｃｋ２抱合体、およびこれらの混合物からなる群から選択さ
れる染料粘土抱合体を含む。
【０１６１】
　好適な顔料は、フラバントロン、インダントロン、１～４個の塩素原子を含有する塩化
インダントロン、ピラントロン、ジクロロピラントロン、モノブロモジクロロピラントロ
ン、ジブロモジクロロピラントロン、テトラブロモピラントロン、ペリレン－３，４，９
，１０－テトラカルボン酸ジイミド（ここで、イミド基は、無置換でも、Ｃ1～Ｃ3アルキ
ルまたはフェニルもしくは複素環式ラジカルで置換されていてもよく、フェニルまたは複
素環式ラジカルは、水溶性を付与しない置換基を追加で持つことができる）、アントラピ
リミジンカルボン酸アミド、ビオラントロン、イソビオラントロン、ジオキサジン顔料、
１分子当たり２個以下の塩素原子を含有し得る銅フタロシアニン、ポリクロロ銅フタロシ
アニンまたは１分子当たり１４個以下の臭素原子を含有するポリブロモクロロ銅フタロシ
アニン、およびこれらの混合物からなる群から選択される顔料を含む。特に好ましいのは
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５～２０、とりわけＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５および
／または１６である。その他の好適な顔料は、Ｕｌｔｒａｍａｒｉｎｅ　Ｂｌｕｅ（Ｃ．
Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ２９）、Ｕｌｔｒａｍａｒｉｎｅ　Ｖｉｏｌｅｔ（Ｃ．
Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ１５）およびこれらの混合物を含む。好適な色相剤
は、米国特許第７，２０８，４５９Ｂ２号、ＷＯ２０１２／０５４８３５、ＷＯ２００９
／０６９０７７、ＷＯ２０１２／１６６７６８に詳述されている。
【０１６２】
　カプセル剤。組成物は、カプセル剤を含んでよい。一側面において、カプセル剤はコア
を含み、殻は内面および外面を有し、前記殻は前記コアをカプセル化する。コアは、任意
のランドリーケア補助剤を含み得るが、典型的には、コアは、香料、光沢剤、染料、昆虫
忌避剤、シリコーン、ワックス、フレーバー、ビタミン、布地柔軟剤、一側面におけるス
キンケア剤、パラフィン、酵素、抗菌剤、漂白剤、感覚惹起剤、およびこれらの混合物か
らなる群から選択される材料を含んでよく、前記殻は、ポリエチレン、ポリアミド、任意
に他のコモノマーを含有するポリビニルアルコール、ポリスチレン、ポリイソプレン、ポ
リカーボネート、ポリエステル、ポリアクリレート、アミノプラスト（一側面において、
前記アミノプラストは、ポリ尿素、ポリウレタン、および／またはポリ尿素ウレタンを含
んでよく、一側面において、前記ポリ尿素は、ポリオキシメチレン尿素および／またはメ
ラミンホルムアルデヒドを含んでよい）、ポリオレフィン、多糖類（一側面において、前
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記多糖類は、アルギネートおよび／またはキトサンを含んでよい）、ゼラチン、シェラッ
ク、エポキシ樹脂、ビニルポリマー、水に溶けない無機物質、シリコーン、およびこれら
の混合物からなる群から選択される材料を含んでよい。好ましいカプセル剤は、香料を含
む。好ましいカプセル剤は、メラミンホルムアルデヒドおよび／または架橋メラミンホル
ムアルデヒドを含み得る殻を含む。好ましいカプセル剤はコア材料および殻を含み、前記
コア材料を少なくとも部分的に囲む前記殻を開示する。少なくとも７５％、８５％または
さらには９０％の前記カプセル剤は、０．２ＭＰａ～１０ＭＰａの破壊強度、および初期
カプセル化有益剤全体に基づいて０％～２０％またはさらには１０％未満もしくは５％の
有益剤漏出量を有し得る。（ｉ）少なくとも７５％、８５％またはさらには９０％の前記
カプセル剤が、１ミクロン～８０ミクロン、５ミクロン～６０ミクロン、１０ミクロン～
５０ミクロン、もしくはさらには１５ミクロン～４０ミクロンの粒径を有し得、かつ／ま
たは（ｉｉ）少なくとも７５％、８５％またはさらには９０％の前記カプセル剤が、３０
ｎｍ～２５０ｎｍ、８０ｎｍ～１８０ｎｍ、またはさらには１００ｎｍ～１６０ｎｍの粒
子の壁厚を有し得るものが好ましい。ホルムアルデヒド捕捉剤を、たとえば、カプセルス
ラリー中で、カプセル剤と共に用いてもよく、かつ／またはカプセル剤をこのような組成
物に添加する前、その間、その後に、組成物に添加してもよい。好適なカプセルは、米国
特許出願公開第２００８／０３０５９８２号Ａ１および／または米国特許出願公開第２０
０９／０２４７４４９号Ａ１の教示にしたがって作製することができる。あるいは、好適
なカプセルは、Ａｐｐｌｅｔｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　Ｉｎｃ．（Ａｐｐｌｅｔｏｎ，Ｗｉｓ
ｃｏｎｓｉｎ，ＵＳＡ）から購入することができる。
【０１６３】
　好ましい側面において、組成物は、好ましくはカプセル剤に加えて、付着助剤を含んで
よい。好ましい付着助剤は、カチオンおよび非イオン性ポリマーからなる群から選択され
る。好適なポリマーには、カチオンデンプン、カチオンヒドロキシエチルセルロース、ポ
リビニルホルムアルデヒド、ローカストビーンガム、マンナン、キシログルカン、タマリ
ンドガム、ポリエチレンテレフタレートならびに任意にアクリル酸およびアクリルアミド
を含む群から選択される１種以上のモノマーを有する、ジメチルアミノエチルメタクリレ
ートを含有するポリマーが挙げられる。
【０１６４】
　香料。本発明の好ましい組成物は、香料を含む。典型的には、組成物は、ＷＯ０８／８
７４９７に記載の群から選択される１種以上の香料原材料を含む香料を含む。しかし、ラ
ンドリーケア組成物中で有用な香料はいずれも使用可能である。本発明の組成物に香料を
導入する好ましい方法は、水溶性ヒドロキシル化合物またはメラミンホルムアルデヒドも
しくは変性ポリビニルアルコールのいずれかを含むカプセル化香料粒子を介するものであ
る。一側面において、カプセル剤は、（ａ）１種以上の水溶性ヒドロキシル化合物、好ま
しくはデンプンを含む、少なくとも部分的に水溶性の固体マトリクス、および（ｂ）固体
マトリクスによってカプセル化された香油を含む。さらなる側面において、香料は、ポリ
アミン、好ましくはポリエチレンイミンと前もって錯体を形成することによってシッフ塩
基を形成してよい。
【０１６５】
　ポリマー。組成物は、１種以上のポリマーを含んでよい。例として、任意に修飾された
カルボキシメチルセルロース、ポリ（ビニルピロリドン）、ポリ（エチレングリコール）
、ポリ（ビニルアルコール）、ポリ（ビニルピリジン－Ｎ－オキシド）、ポリ（ビニルイ
ミダゾール）、ポリカルボキシレート、たとえばポリアクリレート、マレイン酸／アクリ
ル酸コポリマーおよびラウリルメタクリレート／アクリル酸コポリマーがある。
【０１６６】
　組成物は、１種以上の両親媒性洗浄ポリマー、たとえば以下の一般構造を有する化合物
：ビス（（Ｃ2Ｈ5Ｏ）（Ｃ2Ｈ4Ｏ）ｎ）（ＣＨ3）－Ｎ+－ＣxＨ2x－Ｎ+－（ＣＨ3）－ビ
ス（（Ｃ2Ｈ5Ｏ）（Ｃ2Ｈ4Ｏ）ｎ）（ここで、ｎ＝２０～３０、ｘ＝３～８）またはその
硫酸化もしくはスルホン酸化変異体を含んでよい。一側面において、このポリマーを硫酸
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化またはスルホン化して、両性イオン性汚れ懸濁ポリマーを得る。
【０１６７】
　組成物は、好ましくは、布地および表面から油脂粒子を除去するようにバランスのとれ
た親水性および疎水性の性質を有する両親媒性アルコキシル化油脂洗浄ポリマーを含む。
好ましい両親媒性アルコキシル化油脂洗浄ポリマーは、コア構造およびそのコア構造に結
合した複数のアルコキシレート基を含む。これらは、好ましくは内側ポリエチレンオキシ
ドブロックおよび外側ポリプロピレンオキシドブロックを有する、アルコキシル化ポリア
ルキレンイミンを含んでよい。典型的には、これらは、０．００５～１０ｗｔ％、一般的
には０．５～８ｗｔ％の量で本発明の組成物に導入してよい。
【０１６８】
　アルコキシル化ポリカルボキシレート、たとえばポリアクリレートから調製されるもの
は、ここで、追加の油脂除去性能を付与する上で有用である。このような材料は、ＷＯ９
１／０８２８１およびＷＯ９０／０１８１５に記載されている。化学的に、これらの材料
は、７～８個のアクリレート単位ごとに１つのエポキシ側鎖を有するポリアクリレートを
含む。側鎖の式は－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）m（ＣＨ2）nＣＨ3であり、ここでｍは２～３であり
、ｎは６～１２である。側鎖は、ポリアクリレート「骨格」にエステル結合して、「くし
形」ポリマー型構造を付与する。分子量は変動してよいが、典型的には、約２０００～約
５０，０００の範囲である。このようなアルコキシル化ポリカルボキシレートは、ここで
の組成物の約０．０５重量％～約１０重量％を占めてよい。
【０１６９】
　共界面活性剤と他の補助成分との混合物は、両親媒性グラフトコポリマーと一緒に使用
するのに特に向いている。好ましい両親媒性グラフトコポリマーは、（ｉ）ポリエチレン
グリコール骨格、ならびに（ｉｉ）ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコールおよびこれら
の混合物から選択される少なくとも１つのペンダント部分を含む。好ましい両親媒性グラ
フトコポリマーは、ＢＡＳＦから供給されるＳｏｋａｌａｎ　ＨＰ２２である。好適なポ
リマーには、ランダムグラフトコポリマー、好ましくはポリエチレンオキシド骨格および
複数のポリ酢酸ビニル側鎖を有するポリ酢酸ビニルグラフトポリエチレンオキシドコポリ
マーが挙げられる。ポリエチレンオキシド骨格の分子量は、好ましくは約６０００であり
、ポリエチレンオキシド対ポリ酢酸ビニルの重量比は約４０対６０であり、５０個のエチ
レンオキシド単位当たりにあるグラフト点は１つ以下である。典型的には、これらは、０
．００５～１０ｗｔ％、より一般的には０．０５＝８ｗｔ％の量で、本発明の組成物に導
入される。好ましくは、組成物は、１種以上のカルボキシレートポリマー、たとえばマレ
エート／アクリレートランダムコポリマーまたはポリアクリレートホモポリマーを含む。
一側面において、カルボキシレートポリマーは、４，０００Ｄａ～９，０００Ｄａまたは
６，０００Ｄａ～９，０００Ｄａの分子量を有するポリアクリレートホモポリマーである
。典型的には、これらは、０．００５～１０ｗｔ％または０．０５～８ｗｔ％の量で、本
発明の組成物に導入される。
【０１７０】
　好ましくは、組成物は、１種以上の防汚ポリマーを含む。例として、次式（ＭＸＩ）、
（ＭＸＩＩ）または（ＭＸＩＩＩ）のうちの１つによって規定される構造を有する防汚ポ
リマーが挙げられる。
（ＭＸＩ）　－［（ＯＣＨＲ10－ＣＨＲ11）a－Ｏ－（Ｏ）Ｃ－Ａｒ－Ｃ（Ｏ）－］d

（ＭＸＩＩ）　－［（ＯＣＨＲ12－ＣＨＲ13）b－Ｏ－ＯＣ－ｓＡｒ－ＣＯ－］e

（ＭＸＩＩＩ）　－［（ＯＣＨＲ14－ＣＨＲ15）c－ＯＲ16］f

ここで、
ａ、ｂおよびｃは１～２００であり、
ｄ、ｅおよびｆは１～５０であり、
Ａｒは１，４－置換フェニレンであり、
ｓＡｒは、５位でＳＯ3Ｍｅによって置換されている１，３－置換フェニレンであり、
Ｍｅは、Ｌｉ、Ｋ、Ｍｇ／２、Ｃａ／２、Ａｌ／３、アンモニウム、モノ－、ジ－、トリ
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－またはテトラアルキルアンモニウムであり、アルキル基は、Ｃ1～Ｃ18アルキルもしく
はＣ2～Ｃ10ヒドロキシアルキル、またはこれらの混合物であり、
Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14およびＲ15は、独立に、ＨまたはＣ1～Ｃ18ｎ－またはイ
ソアルキルから選択され、
Ｒ16は、直鎖状もしくは分岐Ｃ1～Ｃ18アルキル、または直鎖状もしくは分岐Ｃ2～Ｃ30ア
ルケニル、または５～９個の炭素原子を有するシクロアルキル基、またはＣ8～Ｃ30アリ
ール基、またはＣ6～Ｃ30アリールアルキル基である。
【０１７１】
　好適な防汚ポリマーは、ポリエステル防汚ポリマー、たとえばＲｈｏｄｉａより供給さ
れているＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘ　ＳＦ、ＳＦ－２およびＳＲＰ６を含めたＲｅｐｅｌ－
ｏ－ｔｅｘポリマーがある。その他の好適な防汚ポリマーには、Ｃｌａｒｉａｎｔより供
給されているＴｅｘｃａｒｅ　ＳＲＡ１００、ＳＲＡ３００、ＳＲＮ１００、ＳＲＮ１７
０、ＳＲＮ２４０、ＳＲＮ３００およびＳＲＮ３２５を含めたＴｅｘｃａｒｅポリマーが
挙げられる。その他の好適な防汚ポリマーは、Ｍａｒｌｏｑｕｅｓｔポリマー、たとえば
Ｓａｓｏｌより供給されているＭａｒｌｏｑｕｅｓｔ　ＳＬがある。
【０１７２】
　好ましくは、組成物は、アルキルセルロース、アルキルアルコキシアルキルセルロース
、カルボキシアルキルセルロース、アルキルカルボキシアルキルセルロースから選択され
るものを含めた、１種以上のセルロースポリマーを含む。好ましいセルロースポリマーは
、カルボキシメチルセルロース、メチルセルロース、メチルヒドロキシエチルセルロース
、メチルカルボキシメチルセルロース、およびこれらの混合物を含む群から選択される。
一側面において、カルボキシメチルセルロースは、０．５～０．９のカルボキシメチル置
換度および１００，０００Ｄａ～３００，０００Ｄａの分子量を有する。
【０１７３】
　酵素。好ましくは、組成物は、１種以上の酵素を含む。好ましい酵素は、洗浄性能およ
び／または布地ケアの利益をもたらす。好適な酵素の例として、これらに限定されないが
、ヘミセルラーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、キシラナーゼ、リパ
ーゼ、ホスホリパーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、マンナナーゼ、ペク
チン酸リアーゼ、ケラチナーゼ、レダクターゼ、オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ
、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラ
ナーゼ（malanase）、ベータ－グルカナーゼ、アラビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コ
ンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、およびアミラーゼ、またはこれらの混合物が挙げられる
。典型的な組合せは、たとえば、アミラーゼと併せて、プロテアーゼおよびリパーゼを含
み得る酵素カクテルである。前述の追加の酵素は、組成物中に存在する場合、組成物の約
０．００００１重量％～約２重量％、約０．０００１重量％～約１重量％、またはさらに
は約０．００１重量％～約０．５重量％の酵素タンパク質の濃度で存在し得る。
【０１７４】
　プロテアーゼ。好ましくは、組成物は、１種以上のプロテアーゼを含む。好適なプロテ
アーゼには、メタロプロテアーゼおよび中性またはアルカリ性微生物セリンプロテアーゼ
を含めたセリンプロテアーゼ、たとえばスブチリシン（ＥＣ３．４．２１．６２）が挙げ
られる。好適なプロテアーゼには、動物、植物または微生物起源のものが挙げられる。一
側面において、このような好適なプロテアーゼは、微生物起源のものでよい。好適なプロ
テアーゼは、前述の好適なプロテアーゼの化学的または遺伝子学的に修飾された突然変異
体を含む。一側面において、好適なプロテアーゼは、セリンプロテアーゼ、たとえばアル
カリ性微生物プロテアーゼまたは／およびトリプシンタイプのプロテアーゼでよい。好適
な中性またはアルカリ性プロテアーゼの例として、
（ａ）Ｂａｃｉｌｌｕｓ、たとえば米国特許第６，３１２，９３６号Ｂ１、米国特許第５
，６７９，６３０号、米国特許第４，７６０，０２５号、米国特許第７，２６２，０４２
号およびＷＯ０９／０２１８６７に記載のＢａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔｕｓ、Ｂ．ａｌｋ
ａｌｏｐｈｉｌｕｓ、Ｂ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ、Ｂ．ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ
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、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓおよびＢａｃｉｌｕｓ　ｇｉｂｓｏｎｉｉに由来す
るものを含めた、スブチリシン（ＥＣ３．４．２１．６２）、
（ｂ）トリプシンタイプまたはキモトリプシンタイプのプロテアーゼ、たとえばＷＯ８９
／０６２７０に記載のフサリウムプロテアーゼ、およびＷＯ０５／０５２１６１およびＷ
Ｏ０５／０５２１４６に記載のＣｅｌｌｕｍｏｎａｓに由来するキモトリプシンプロテア
ーゼを含めたトリプシン（たとえば、ブタまたはウシ起源のもの）、
（ｃ）ＷＯ０７／０４４９９３Ａ２に記載のＢａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆ
ａｃｉｅｎｓに由来するものを含めたメタロプロテアーゼ
が挙げられる。
【０１７５】
　好ましいプロテアーゼには、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｇｉｂｓｏｎｉｉまたはＢａｃｉｌｌ
ｕｓ　Ｌｅｎｔｕｓに由来するものが挙げられる。
【０１７６】
　好適な市販のプロテアーゼ酵素には、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（デンマーク）より
商標名Ａｌｃａｌａｓｅ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｐｒｉｍａｓｅ
（登録商標）、Ｄｕｒａｚｙｍ（登録商標）、Ｐｏｌａｒｚｙｍｅ（登録商標）、Ｋａｎ
ｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓｅ　Ｕｌｔ
ｒａ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ　Ｕｌｔｒａ（登録商標）、Ｏｖｏｚｙｍｅ（登録
商標）、Ｎｅｕｔｒａｓｅ（登録商標）、Ｅｖｅｒｌａｓｅ（登録商標）、およびＥｓｐ
ｅｒａｓｅ（登録商標）で販売されているもの、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌより商標名Ｍａｘａｔａｓｅ（登録商標）、Ｍａｘａｃａｌ（登録商標）、Ｍａ
ｘａｐｅｍ（登録商標）、Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ（登録商
標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｏｘ（登録商標
）、ＦＮ３（登録商標）、ＦＮ４（登録商標）、Ｅｘｃｅｌｌａｓｅ（登録商標）および
Ｐｕｒａｆｅｃｔ　ＯＸＰ（登録商標）で販売されているもの、Ｓｏｌｖａｙ　Ｅｎｚｙ
ｍｅｓより商標名Ｏｐｔｉｃｌｅａｎ（登録商標）およびＯｐｔｉｍａｓｅ（登録商標）
で販売されているもの、Ｈｅｎｋｅｌ／Ｋｅｍｉｒａから入手可能なもの、すなわちＢＬ
ＡＰ（米国特許第５，３５２，６０４号の図２９に示す配列と後続する突然変異体Ｓ９９
Ｄ＋Ｓ１０１Ｒ＋Ｓ１０３Ａ＋Ｖ１０４Ｉ＋Ｇ１５９Ｓ、以下ＢＬＡＰと呼ぶ）、ＢＬＡ
Ｐ　Ｒ（ＢＬＡＰとＳ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｖ１９９Ｍ＋Ｖ２０５Ｉ＋Ｌ２１７Ｄ）、ＢＬＡＰ
　Ｘ（ＢＬＡＰとＳ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｖ２０５Ｉ）およびＢＬＡＰ　Ｆ４９（ＢＬＡＰとＳ
３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ａ１９４Ｐ＋Ｖ１９９Ｍ＋Ｖ２０５Ｉ＋Ｌ２１７Ｄ）（すべてＨｅｎｋｅ
ｌ／Ｋｅｍｉｒａ製）、ならびにＫａｏ製のＫＡＰ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｋａｌｏｐ
ｈｉｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎと突然変異体Ａ２３０Ｖ＋Ｓ２５６Ｇ＋Ｓ２５９Ｎ）
が挙げられる。
【０１７７】
　アミラーゼ。好ましくは、組成物はアミラーゼを含んでよい。好適なアルファ－アミラ
ーゼには、細菌または真菌起源のものが挙げられる。化学的にまたは遺伝子学的に修飾さ
れた突然変異体（変異体）が含まれる。好ましいアルカリ性アルファ－アミラーゼは、Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ株、たとえばＢａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ、Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｔｅａｒｏｔｈ
ｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ、またはその他のＢａｃｉ
ｌｌｕｓ属、たとえばＢａｃｉｌｌｕｓ属ＮＣＩＢ１２２８９、ＮＣＩＢ１２５１２、Ｎ
ＣＩＢ１２５１３、ＤＳＭ９３７５（米国特許第７，１５３，８１８号）ＤＳＭ１２３６
８、ＤＳＭＺ　ｎｏ．１２６４９、ＫＳＭ　ＡＰ１３７８（ＷＯ９７／００３２４）、Ｋ
ＳＭ　Ｋ３６またはＫＳＭ　Ｋ３８（ＥＰ１０２２３３４）に由来する。好ましいアミラ
ーゼには、以下が挙げられる。
（ａ）ＷＯ９４／０２５９７、ＷＯ９４／１８３１４、ＷＯ９６／２３８７４およびＷＯ
９７／４３４２４に記載の変異体、とりわけＷＯ９６／２３８７４の配列番号２に列挙さ
れる酵素に対して以下の位置：１５、２３、１０５、１０６、１２４、１２８、１３３、
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１５４、１５６、１８１、１８８、１９０、１９７、２０２、２０８、２０９、２４３、
２６４、３０４、３０５、３９１、４０８および４４４位に１つ以上の置換基を有する変
異体。
（ｂ）米国特許第５，８５６，１６４号ならびにＷＯ９９／２３２１１、ＷＯ９６／２３
８７３、ＷＯ００／６００６０およびＷＯ０６／００２６４３に記載の変異体、とりわけ
ＷＯ０６／００２６４３の配列番号１２に列挙されるＡＡ５６０酵素に対して以下の位置
：２６、３０、３３、８２、３７、１０６、１１８、１２８、１３３、１４９、１５０、
１６０、１７８、１８２、１８６、１９３、２０３、２１４、２３１、２５６、２５７、
２５８、２６９、２７０、２７２、２８３、２９５、２９６、２９８、２９９、３０３、
３０４、３０５、３１１、３１４、３１５、３１８、３１９、３３９、３４５、３６１、
３７８、３８３、４１９、４２１、４３７、４４１、４４４、４４５、４４６、４４７、
４５０、４６１、４７１、４８２、４８４位に１つ以上の置換基を有する変異体（好まし
くはＤ１８３＊およびＧ１８４＊の削除部分も含有する）。
（ｃ）Ｂａｃｉｌｌｕｓ属７２２由来の野生型酵素であるＷＯ０６／００２６４３の配列
番号４と少なくとも９０％同一性を示す変異体、とりわけ１８３および１８４位に削除部
分を有する変異体および参照によりここに組み込まれるＷＯ００／６００６０に記載の変
異体。
（ｄ）Ｂａｃｉｌｌｕｓ属７０７由来の野生型酵素（米国特許第６，０９３，５６２号の
配列番号７）と少なくとも９５％同一性を示す変異体、とりわけ１種以上の以下の突然変
異体Ｍ２０２、Ｍ２０８、Ｓ２５５、Ｒ１７２および／またはＭ２６１を含むもの。好ま
しくは、前記アミラーゼは、Ｍ２０２Ｌ、Ｍ２０２Ｖ、Ｍ２０２Ｓ、Ｍ２０２Ｔ、Ｍ２０
２Ｉ、Ｍ２０２Ｑ、Ｍ２０２Ｗ、Ｓ２５５Ｎおよび／またはＲ１７２Ｑのうちの１つ以上
を含む。特に好ましいのは、Ｍ２０２ＬまたはＭ２０２Ｔ突然変異体を含むものである。
（ｅ）ＷＯ０９／１４９１３０に記載の変異体、好ましくはＷＯ０９／１４９１３０の配
列番号１または配列番号２のＧｅｏｂａｃｉｌｌｕｓ　Ｓｔｅａｒｏｐｈｅｒｍｏｐｈｉ
ｌｕｓまたはその欠失型由来の野生型酵素と少なくとも９０％同一性を示すもの。
【０１７８】
　好適な市販のアルファ－アミラーゼには、ＤＵＲＡＭＹＬ（登録商標）、ＬＩＱＵＥＺ
ＹＭＥ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ　ＵＬＴＲＡ（
登録商標）、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＵＰＲＡＭＹＬ（登録商標）、ＳＴＡＩ
ＮＺＹＭＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、ＦＵＮＧＡＭＹ
Ｌ（登録商標）、およびＢＡＮ（登録商標）（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ、Ｂａｇｓｖ
ａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）、ＫＥＭＺＹＭ（登録商標）ＡＴ９０００　Ｂｉｏｚｙｍ　
Ｂｉｏｔｅｃｈ　Ｔｒａｄｉｎｇ　ＧｍｂＨ　Ｗｅｈｌｉｓｔｒａｓｓｅ　２７ｂ　Ａ－
１２００　Ｗｉｅｎ　Ａｕｓｔｒｉａ、ＲＡＰＩＤＡＳＥ（登録商標）、ＰＵＲＡＳＴＡ
Ｒ（登録商標）、ＥＮＺＹＳＩＺＥ（登録商標）、ＯＰＴＩＳＩＺＥ　ＨＴ　ＰＬＵＳ（
登録商標）、ＰＯＷＥＲＡＳＥ（登録商標）およびＰＵＲＡＳＴＡＲ　ＯＸＡＭ（登録商
標）（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．，Ｐａｌｏ　Ａｌｔｏ
，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）ならびにＫＡＭ（登録商標）（Ｋａｏ、日本国東京都中央区日
本橋茅場町１丁目１４－１０（郵便番号１０３－８２１０））が挙げられる。一側面にお
いて、好適なアミラーゼには、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ（登
録商標）およびＳＴＡＩＮＺＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、ならびにこれらの混合物が
挙げられる。
【０１７９】
　リパーゼ。好ましくは、本発明は、「第１のサイクルリパーゼ」、たとえば米国特許第
６，９３９，７０２号Ｂ１および米国特許出願公開第２００９／０２１７４６４号に記載
のものを含めた１種以上のリパーゼを含む。好ましいリパーゼは、一次洗浄リパーゼであ
る。本発明の一態様において、組成物は、一次洗浄リパーゼを含む。一次洗浄リパーゼは
、（ａ）Ｈｕｍｉｃｏｌａ　ｌａｎｕｇｉｎｏｓａ菌株ＤＳＭ４１０９由来の野生型リパ
ーゼと少なくとも９０％同一性を有し、（ｂ）前記野生型リパーゼと比べて、Ｅ１または
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の、正電荷を有するアミノ酸による置換を含み、（ｃ）Ｃ末端でペプチド添加を含み、か
つ／または（ｄ）Ｎ末端でペプチド添加を含み、かつ／または（ｅ）以下の制限：ｉ）前
記野生型リパーゼのＥ２１０の位置に負電荷アミノ酸を含み、ｉｉ）前記野生型リパーゼ
の９０～１０１の位置に対応する領域に負電荷を有するアミノ酸を含み、ｉｉｉ）前記野
生型リパーゼのＮ９４に対応する位置に中性もしくは負電荷アミノ酸を含み、かつ／また
は前記野生型リパーゼの９０～１０１の位置に対応する領域に負または中性の正味の電荷
を有することを満たす、アミノ酸配列を有するポリペプチドであるリパーゼを含む。好ま
しいのは、１種以上のＴ２３１ＲおよびＮ２３３Ｒ突然変異体を含むＴｈｅｒｍｏｍｙｃ
ｅｓ　ｌａｎｕｇｉｎｏｓｕｓ由来の野生型リパーゼの変異体である。野生型配列は、Ｓ
ｗｉｓｓｐｒｏｔ受入番号Ｓｗｉｓｓ－Ｐｒｏｔ　Ｏ５９９５２（Ｔｈｅｒｍｏｍｙｃｅ
ｓ　ｌａｎｕｇｉｎｏｓｕｓ（Ｈｕｍｉｃｏｌａ　ｌａｎｕｇｉｎｏｓａ）由来）の２６
９個のアミノ酸（アミノ酸２３～２９１）である。好ましいリパーゼは、商標名Ｌｉｐｅ
ｘ（登録商標）およびＬｉｐｏｌｅｘ（登録商標）およびＬｉｐｏｃｌｅａｎ（登録商標
）で販売されているものを含むと考えられる。
【０１８０】
　エンドグルカナーゼ。その他の好ましい酵素は、ＵＳ７，１４１，４０３Ｂ２における
配列番号２のアミノ酸配列と少なくとも９０％、９４％、９７％およびさらには９９％の
同一性を有する配列を有するＢａｃｉｌｌｕｓ属のメンバーに対して内因性の細菌性ポリ
ペプチドを含む、エンド－ベータ－１，４－グルカナーゼ活性（Ｅ．Ｃ．３．２．１．４
）を示す、微生物由来のエンドグルカナーゼおよびその混合物を含む。好適なエンドグル
カナーゼは、商標名Ｃｅｌｌｕｃｌｅａｎ（登録商標）およびＷｈｉｔｅｚｙｍｅ（登録
商標）（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ、Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）で販売さ
れている。
【０１８１】
　ペクチン酸リアーゼ。その他の好ましい酵素は、商標名Ｐｅｃｔａｗａｓｈ（登録商標
）、Ｐｅｃｔａｗａｙ（登録商標）、Ｘｐｅｃｔ（登録商標）で販売されているペクチン
酸リアーゼおよび商標名Ｍａｎｎａｗａｙ（登録商標）で販売されているマンナナーゼ（
すべてＮｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ、Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ製）、ならび
にＰｕｒａｂｒｉｔｅ（登録商標）（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　
Ｉｎｃ．，Ｐａｌｏ Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）を含む。
【０１８２】
　漂白剤。組成物は、１種以上の漂白剤を含むことが好ましいことがある。漂白触媒以外
の好適な漂白剤には、光漂白剤、漂白活性化剤、過酸化水素、過酸化水素源、前もって形
成された過酸およびこれらの混合物が挙げられる。一般的に、漂白剤を使用する場合、本
発明の組成物は、対象の組成物の約０．１重量％～約５０重量％またはさらには約０．１
重量％～約２５重量％の漂白剤または漂白剤混合物を含んでよい。好適な漂白剤の例とし
て、以下が挙げられる。
（１）光漂白剤、たとえば、スルホン化亜鉛フタロシアニン、スルホン化アルミニウムフ
タロシアニン、キサンテン染料、およびこれらの混合物、
（２）前もって形成された過酸：好適な前もって形成された過酸として、これらに限定さ
れないが、前もって形成された過酸またはその塩、典型的には、過カルボン酸および塩、
過炭酸および塩、過イミド酸および塩、過硫酸および塩、たとえば、Ｏｘｏｎｅ（登録商
標）、ならびにこれらの混合物からなる群から選択される化合物が挙げられる。好適な例
として、ペルオキシカルボン酸もしくはその塩、またはペルオキシスルホン酸もしくはそ
の塩が挙げられる。ここでの使用に適した典型的なペルオキシカルボン酸塩は、以下の化
学式に対応する化学構造を有し：
【０１８３】
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【化４８】

【０１８４】
ここで、Ｒ20は、アルキル、アラルキル、シクロアルキル、アリールまたは複素環式基か
ら選択され、Ｒ20基は、過酸が疎水性である場合は６～１４個の炭素原子または８～１２
個の炭素原子を有し、過酸が親水性である場合は６個未満の炭素原子またはさらには４個
未満の炭素原子を有する、直鎖状または分岐、置換または無置換でよく、Ｙは、中性の電
荷を実現する任意の好適な対イオンであり、好ましくは、Ｙは、水素、ナトリウムまたは
カリウムから選択される。好ましくは、Ｒ14は、直鎖または分岐、置換または無置換のＣ

6～9アルキルである。好ましくは、ペルオキシ酸またはその塩は、ペルオキシヘキサン酸
、ペルオキシヘプタン酸、ペルオキシオクタン酸、ペルオキシノナン酸、ペルオキシデカ
ン酸、任意のこれらの塩、または任意のこれらの組合せから選択される。特に好ましいペ
ルオキシ酸は、フタルイミド－ペルオキシ－アルカン酸、特にε－フタルイミドペルオキ
シヘキサン酸（ＰＡＰ）である。好ましくはペルオキシ酸またはその塩は、３０℃～６０
℃の範囲の融点を有する。前もって形成されたペルオキシ酸またはその塩は、典型的には
、以下の化学式に対応する化学構造を有する、ペルオキシスルホン酸またはその塩でもよ
く：
【０１８５】
【化４９】

【０１８６】
ここで、Ｒ21は、アルキル、アラルキル、シクロアルキル、アリールまたは複素環式基か
ら選択され、Ｒ21基は、直鎖状または分岐、置換または無置換であってよく、Ｚは、中性
の電荷を実現する任意の好適な対イオンであり、好ましくは、Ｚは、水素、ナトリウムま
たはカリウムから選択される。好ましくは、Ｒ21は、直鎖状または分岐、置換または無置
換のＣ4～14、好ましくはＣ6～14アルキルである。好ましくは、このような漂白成分は、
本発明の組成物中に、０．０１～５０％、最も好ましくは０．１％～２０％の量で存在し
てよい。
（３）過酸化水素源、たとえば、アルカリ金属塩を含めた無機過水和物塩、たとえば過ホ
ウ酸ナトリウム塩（通常、一または四水和物）、過炭酸塩、過硫酸塩、過リン酸塩、過ケ
イ酸塩およびこれらの混合物。本発明の一側面において、無機過水和物塩は、過ホウ酸ナ
トリウム塩、過炭酸ナトリウム塩およびこれらの混合物からなる群から選択される。無機
過水和物塩は、使用する場合、典型的には、布地およびホームケア製品全体の０．０５～
４０ｗｔ％または１～３０ｗｔ％の量で存在し、典型的には、このような布地およびホー
ムケア製品に、コーティングされていてよい結晶性固体として導入される。好適なコーテ
ィングには、無機塩、たとえばアルカリ金属ケイ酸塩、炭酸塩もしくはホウ酸塩またはこ
れらの混合物、あるいは有機材料、たとえば水溶性または分散性ポリマー、ワックス、油
または脂肪質石鹸が挙げられる。
（４）Ｒ22－（Ｃ＝Ｏ）－Ｌ1を有する漂白活性化剤（ここで、Ｒ22は、漂白活性化剤が
疎水性である場合は６～１４個または８～１２個の炭素原子を有し、漂白活性化剤が親水
性である場合は６個未満またはさらには４個未満の炭素原子を有する、任意に分岐された
アルキル基であり、Ｌ1は脱離基である）。好適な脱離基の例として、安息香酸およびそ
の誘導体、とりわけベンゼンスルホネートがある。好適は漂白活性化剤には、ドデカノイ
ルオキシベンゼンスルホネート、デカノイルオキシベンゼンスルホネート、デカノイルオ
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キシ安息香酸またはこれらの塩、３，５，５－トリメチルヘキサノイルオキシベンゼンス
ルホネート、テトラアセチルエチレンジアミン（ＴＡＥＤ）およびノナノイルオキシベン
ゼンスルホネート（ＮＯＢＳ）が挙げられる。好適な漂白活性化剤は、ＷＯ９８／１７７
６７にも開示されている。いずれの好適な漂白活性化剤も使用できるが、本発明の一側面
では、対象組成物は、ＮＯＢＳ、ＴＡＥＤまたはこれらの混合物を含んでよい。
（５）漂白触媒。本発明の組成物は、ペルオキシ酸および／またはその塩から酸素原子を
受容し、酸素原子を易酸化性の基質に移すことができる、１種以上の漂白触媒も含み得る
。好適な漂白触媒として、これらに限定されないが、イミニウムカチオンおよびポリイオ
ン、イミニウム両性イオン、修飾アミン、修飾アミンオキシド、Ｎ－スルホニルイミン、
Ｎ－ホスホニルイミン、Ｎ－アシルイミン、チアジアゾールジオキシド、ペルフルオロイ
ミン、環状糖ケトンおよびアルファアミノケトンならびにこれらの混合物が挙げられる。
好適なアルファアミノケトンは、たとえば、ＷＯ２０１２／０００８４６Ａ１、ＷＯ２０
０８／０１５４４３Ａ１、およびＷＯ２００８／０１４９６５Ａ１に記載されている。好
適な混合物は、米国特許出願公開第２００７／０１７３４３０号Ａ１に記載されている。
理論に束縛されるものではないが、本発明者らは、この上記の方法で求電子性および疎水
性を制御することは、漂白成分を、実質的により疎水性であり、求電子性が高い酸化剤に
よって漂白しやすい、目に見える発色団を含めた電子富化汚れを含有する布地の領域のみ
に送達することを可能にすると考えている。一側面において、漂白触媒は、以下の一般式
に対応する構造を有し：
【０１８７】
【化５０】

【０１８８】
ここで、Ｒ23は、２－エチルヘキシル、２－プロピルヘプチル、２－ブチルオクチル、２
－ペンチルノニル、２－ヘキシルデシル、ｎ－ドデシル、ｎ－テトラデシル、ｎ－ヘキサ
デシル、ｎ－オクタデシル、イソノニル、イソデシル、イソトリデシルおよびイソペンタ
デシルからなる群から選択される。
（６）組成物は、好ましくは、触媒金属錯体を含んでよい。好ましい一タイプの金属含有
漂白触媒は、規定の漂白触媒活性の遷移金属カチオン、たとえば銅、鉄、チタン、ルテニ
ウム、タングステン、モリブデン、またはマンガンカチオン、少量のまたは全く漂白触媒
活性を有さない補助金属カチオン、たとえば亜鉛またはアルミニウムカチオン、および触
媒および補助金属カチオンに対して規定の安定度定数を有する封鎖剤（sequestrate）、
特にエチレンジアミンテトラ酢酸、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）およ
びこれらの水溶性塩を含む触媒系である。このような触媒は、ＵＳ４，４３０，２４３に
開示されている。
【０１８９】
　要望に応じて、ここでの組成物は、マンガン化合物による触媒作用を受けることができ
る。このような化合物および使用濃度は当技術分野で周知であり、たとえば、ＵＳ５，５
７６，２８２に開示されているマンガン系触媒が挙げられる。
【０１９０】
　ここで有用なコバルト漂白触媒は公知であり、たとえば、ＵＳ５，５９７，９３６、Ｕ
Ｓ５，５９５，９６７に記載されている。このようなコバルト触媒は、公知の手順、たと
えばＵＳ５，５９７，９３６およびＵＳ５，５９５，９６７における教示によって容易に
調製される。
【０１９１】
　ここでの組成物は、好適には、リガンドの遷移金属錯体、たとえばビスピドン（bispid
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ones）（ＷＯ０５／０４２５３２Ａ１）および／または大環状多環式硬質リガンド（「Ｍ
ＲＬ」と略す）も含んでよい。実際、限定することを意図せず、ここでの組成物および方
法を調節して、水性洗浄媒体中、およそ１億の活性ＭＲＬ種当たり少なくとも１部を供給
することができ、典型的には、洗浄リカー中、約０．００５ｐｐｍ～約２５ｐｐｍ、約０
．０５ｐｐｍ～約１０ｐｐｍ、またはさらには約０．１ｐｐｍ～約５ｐｐｍのＭＲＬを供
給する。
【０１９２】
　瞬時遷移金属漂白触媒中の好適な遷移金属には、たとえば、マンガン、鉄およびクロム
が挙げられる。好適なＭＲＬは、５，１２－ジエチル－１，５，８，１２－テトラアザビ
シクロ［６．６．２］ヘキサデカンを含む。
【０１９３】
　好適な遷移金属ＭＲＬは、既知の手順、たとえばＷＯ００／３２６０１およびＵＳ６，
２２５，４６４における教示によって容易に調製される。
【０１９４】
　過酸化水素源／過酸および／または漂白活性化剤は、存在する場合、一般的に、布地お
よびホームケア製品に基づいて約０．１～約６０ｗｔ％、約０．５～約４０ｗｔ％、また
はさらには約０．６～約１０ｗｔ％の量で組成物中に存在する。１種以上の疎水性過酸ま
たはその前駆体を、１種以上の親水性過酸またはその前駆体と組み合わせて使用してもよ
い。
【０１９５】
　典型的には、過酸化水素源および漂白活性化剤は一緒に導入される。過酸化水素源およ
び過酸または漂白活性化剤の量は、利用可能な酸素（過酸化物源由来）対過酸のモル比が
１：１～３５：１またはさらには２：１～１０：１になるように選択してよい。
【０１９６】
　界面活性剤。好ましくは、組成物は、界面活性剤または界面活性剤系を含む。界面活性
剤は、非イオン性、アニオン、カチオン、両性（amphoteric）、両性電解質（ampholytic
）、両親媒性、両性イオン性、半極性非イオン性界面活性剤およびこれらの混合物から選
択することができる。好ましい組成物は、界面活性剤／界面活性剤系の混合物を含む。好
ましい界面活性剤系は、１種以上のアニオン界面活性剤を、最も好ましくは共界面活性剤
と組み合わせて、最も好ましくは非イオンおよび／または両性および／または両性イオン
性界面活性剤と組み合わせて含む。好ましい界面活性剤系は、アニオンおよび非イオン性
界面活性剤を両方とも含み、好ましくは重量比が９０：１～１：９０になるようにする。
場合によっては、アニオン対非イオン性界面活性剤の重量比が少なくとも１：１であるこ
とが好ましい。しかし、１０：１未満の比が好ましいこともある。存在する場合の界面活
性剤の全濃度は、好ましくは、対象組成物の０．１重量％～６０重量％、１重量％～５０
重量％、またはさらには５重量％～４０重量％である。
【０１９７】
　好ましくは、組成物は、アニオン洗浄剤用界面活性剤、好ましくはサルフェートおよび
／またはスルホネート界面活性剤を含む。好ましい例として、アルキルベンゼンスルホネ
ート、アルキルサルフェートおよびアルキルアルコキシル化サルフェートが挙げられる。
好ましいスルホネートは、Ｃ10～13アルキルベンゼンスルホネートである。好適なアルキ
ルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）は、市販の直鎖状アルキルベンゼン（ＬＡＢ）をスル
ホン化することによって得ることができ、好適なＬＡＢは、低級２－フェニルＬＡＢ、た
とえばＳａｓｏｌより商標名Ｉｓｏｃｈｅｍ（登録商標）で供給されているもの、または
Ｐｅｔｒｅｓａより商標名Ｐｅｔｒｅｌａｂ（登録商標）で供給されているものを含み、
その他の好適なＬＡＢには、高級２－フェニルＬＡＢ、たとえばＳａｓｏｌより商標名Ｈ
ｙｂｌｅｎｅ（登録商標）で供給されているものが挙げられる。好適なアニオン洗浄剤用
界面活性剤は、ＤＥＴＡＬ触媒法により得られるアルキルベンゼンスルホネートであるが
、その他の合成経路、たとえばＨＦも好適な場合がある。一側面において、ＬＡＳのマグ
ネシウム塩を使用する。



(48) JP 6728427 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

【０１９８】
　好ましいサルフェート洗浄剤用界面活性剤には、アルキルサルフェート、典型的にはＣ

8～Ｃ18アルキルサルフェートまたは主にＣ12アルキルサルフェートが挙げられる。さら
に好ましいアルキルサルフェートは、アルキルアルコキシル化サルフェート、好ましくは
Ｃ8～Ｃ18アルキルアルコキシル化サルフェートである。好ましくは、アルコキシル化基
は、エトキシル化基である。典型的には、アルキルアルコキシル化サルフェートは、０．
５～３０もしくは２０、または０．５～１０の平均アルコキシル化度を有する。特に好ま
しいのは、０．５～１０、０．５～７、０．５～５またはさらには０．５～３の平均エト
キシル化度を有するＣ8～Ｃ18アルキルエトキシル化サルフェートである。
【０１９９】
　アルキルサルフェート、アルキルアルコキシル化サルフェートおよびアルキルベンゼン
スルホネートは、直鎖状または分岐の置換または無置換でよい。界面活性剤が分岐の場合
、好ましくは、界面活性剤は、中鎖分岐サルフェートまたはスルホネート界面活性剤を含
むであろう。好ましくは、分岐基は、Ｃ1～Ｃ4アルキル基、典型的にはメチルおよび／ま
たはエチル基を含む。
【０２００】
　好ましくは、組成物は、非イオン性洗浄剤用界面活性剤を含む。好適な非イオン性界面
活性剤は、Ｃ8～Ｃ18アルキルエトキシレート、たとえばＳｈｅｌｌからのＮＥＯＤＯＬ
（登録商標）非イオン性界面活性剤、Ｃ6～Ｃ12アルキルフェノールアルコキシレート（
ここで、アルコキシレート単位はエチレンオキシ単位、プロピレンオキシ単位またはこれ
らの混合物）、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポリマーを有するＣ12～
Ｃ18アルコールおよびＣ6～Ｃ12アルキルフェノール凝縮物、たとえばＢＡＳＦからのＰ
ｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）、Ｃ14～Ｃ22中鎖分岐アルコール、典型的には１～３０の平
均アルコキシル化度を有する、Ｃ14～Ｃ22中鎖分岐アルキルアルコキシレート、アルキル
多糖類、一側面において、アルキルポリグルコシド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、エー
テルでキャップされたポリ（オキシアルキル化）アルコール界面活性剤、ならびにこれら
の混合物からなる群から選択される。
【０２０１】
　好適な非イオン性洗浄剤用界面活性剤には、アルキルポリグルコシドおよび／またはア
ルキルアルコキシル化アルコールが挙げられる。
【０２０２】
　一側面において、非イオン性洗浄剤用界面活性剤は、アルキルアルコキシル化アルコー
ル、一側面ではＣ8～18アルキルアルコキシル化アルコール、たとえばＣ8～Ｃ18アルキル
エトキシル化アルコールを含み、アルキルアルコキシル化アルコールは、１～８０、好ま
しくは１～５０、最も好ましくは１～３０、１～２０、または１～１０の平均アルコキシ
ル化度を有してよい。一側面において、アルキルアルコキシル化アルコールは、１～１０
、１～７、１～５、もしくは３～７、またはさらには３もしくは２未満の平均エトキシル
化度を有するＣ8～Ｃ18アルキルエトキシル化アルコールでよい。アルキルアルコキシル
化アルコールは、直鎖状または分岐の置換または無置換であってよい。
【０２０３】
　好適な非イオン性界面活性剤には、ＢＡＳＦからの商標名Ｌｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標
）のものが挙げられる。
【０２０４】
　好適なカチオン洗浄剤用界面活性剤には、アルキルピリジニウム化合物、アルキル第４
級アンモニウム化合物、アルキル第４級ホスホニウム化合物、アルキル三元スルホニウム
化合物、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０２０５】
　好適なカチオン洗浄剤用界面活性剤は、次の一般式を有する第４級アンモニウム化合物
である。
（Ｒ25）（Ｒ26）（Ｒ27）（Ｒ28）Ｎ+Ｘ-



(49) JP 6728427 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

ここで、Ｒ25は、直鎖状または分岐、置換または無置換のＣ6～Ｃ18アルキルまたはアル
ケニル部分であり、Ｒ26およびＲ27は、独立に、メチルまたはエチル部分から選択され、
Ｒ28は、ヒドロキシル、ヒドロキシメチルまたはヒドロキシエチル部分であり、Ｘは、中
性の電荷を与えるアニオンであり、好適なアニオンは、ハロゲン化物、たとえば塩化物、
サルフェート、およびスルホネートを含む。好適なカチオン洗浄剤用界面活性剤は、モノ
－Ｃ6～18アルキルモノヒドロキシエチルジメチル第４級アンモニウム塩化物である。非
常に好適なカチオン洗浄剤用界面活性剤は、モノ－Ｃ8～10アルキルモノヒドロキシエチ
ルジメチル第４級アンモニウム塩化物、モノ－Ｃ10～12アルキルモノヒドロキシエチルジ
メチル第４級アンモニウム塩化物およびモノ－Ｃ10アルキルモノヒドロキシエチルジメチ
ル第４級アンモニウム塩化物である。
【０２０６】
　好適な両性／両性イオン性界面活性剤には、アミンオキシドおよびベタインが挙げられ
る。
【０２０７】
　アミンで中和されたアニオン界面活性剤、すなわち本発明のアニオン界面活性剤および
補助アニオン共界面活性剤は、酸形態で存在してよく、前記酸形態は中和されて、本発明
の洗浄剤用組成物における使用に望ましい界面活性剤塩を形成してよい。中和のための典
型的な助剤は、金属対イオン塩基、たとえば水酸化物、たとえばＮａＯＨまたはＫＯＨを
含む。酸形態の本発明のアニオン界面活性剤および補助アニオン界面活性剤または共界面
活性剤を中和するためのさらに好ましい助剤は、アンモニア、アミン、またはアルカノー
ルアミンを含む。アルカノールアミンが好ましい。好適な非限定的な例として、モノエタ
ノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、および当技術分野で公知の
その他の直鎖状もしくは分岐アルカノールアミンが挙げられ、たとえば、非常に好ましい
アルカノールアミンは、２－アミノ－１－プロパノール、１－アミノプロパノール、モノ
イソプロパノールアミン、または１－アミノ－３－プロパノールが挙げられる。アミンに
よる中和は、完全にまたは部分的に行ってよく、たとえば、一部のアニオン界面活性剤混
合物は、ナトリウムまたはカリウムで中和されてよく、一部のアニオン界面活性剤混合物
は、アミンまたはアルカノールアミンで中和されてよい。
【０２０８】
　ビルダー。好ましくは、組成物は、１種以上のビルターまたはビルダー系を含む。ビル
ダーを使用する場合、本発明の組成物は、典型的には、少なくとも１％、２％～６０％の
ビルダーを含む。組成物が、低濃度のリン酸塩および／またはゼオライト、たとえば１～
１０または５ｗｔ％を含むことが好ましいこともある。組成物は、強力なビルダーを実質
的に含まないことさえあり得、強力なビルダーを実質的に含まないとは、ゼオライトおよ
び／またはリン酸塩を「意図的に添加しない」ことを意味する。典型的なゼオライトビル
ダーには、ゼオライトＡ、ゼオライトＰおよびゼオライトＭＡＰが挙げられる。典型的な
リン酸塩ビルダーは、トリポリリン酸ナトリウムである。
【０２０９】
　キレート剤。好ましくは、組成物は、キレート剤および／または結晶成長抑制剤を含む
。好適な分子は、銅、鉄および／またはマンガンキレート剤ならびにこれらの混合物を含
む。好適な分子は、アミノカルボキシレート、アミノホスホネート、スクシネート、これ
らの塩、およびこれらの混合物を含む。ここで使用するのに好適なキレート剤の非限定的
な例として、エチレンジアミン四酢酸、Ｎ－（ヒドロキシエチル）エチレンジアミン三酢
酸、ニトリロ三酢酸、エチレンジアミン四プロピオン酸、トリエチレンテトラアミン六酢
酸、ジエチレントリアミン五酢酸、エタノールジグリシン、エチレンジアミンテトラキス
（メチレンホスホネート）、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）（ＤＴ
ＰＭＰ）、エチレンジアミンジスクシネート（ＥＤＤＳ）、ヒドロキシエタンジメチレン
ホスホン酸（ＨＥＤＰ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、ジエチレントリアミン五
酢酸（ＤＴＰＡ）、これらの塩、およびこれらの混合物が挙げられる。本発明において使
用するキレート剤のその他の非限定的な例は、米国特許第７，４４５，６４４号および同
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記載されている。ここで使用するその他の好適なキレート剤は、市販のＤＥＱＵＥＳＴシ
リーズならびにＭｏｎｓａｎｔｏ、ＤｕＰｏｎｔおよびＮａｌｃｏ，Ｉｎｃ．製のキレー
ト剤である。
【０２１０】
　染料移動阻害剤（ＤＴＩ）。組成物は、１種以上の染料移動阻害剤を含んでよい。本発
明の一態様において、本発明者らは、驚くべきことに、特定の染料に加えて重合性染料移
動阻害剤を含む組成物が、改善された性能をもたらすことを発見した。これは驚くべきこ
とであるが、その理由は、これらのポリマーが染料の付着を防止するからである。好適な
染料移動阻害剤として、これらに限定されないが、ポリビニルピロリドンポリマー、ポリ
アミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンとＮ－ビニルイミダゾールとのコポ
リマー、ポリビニルオキサゾリドンとポリビニルイミダゾールとのコポリマー、またはこ
れらの混合物が挙げられる。好適な例として、Ａｓｈｌａｎｄ　Ａｑｕａｌｏｎ製のＰＶ
Ｐ－Ｋ１５、ＰＶＰ－Ｋ３０、ＣｈｒｏｍａＢｏｎｄ　Ｓ－４００、ＣｈｒｏｍａＢｏｎ
ｄ　Ｓ－４０３ＥおよびＣｈｒｏｍａｂｏｎｄ　Ｓ－１００、ならびにＢＡＳＦ製のＳｏ
ｋａｌａｎ　ＨＰ１６５、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５０、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５３、Ｓｏ
ｋａｌａｎ　ＨＰ５９、Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＨＰ５６Ｋ、Ｓｏｋａｌａｎ（登録
商標）ＨＰ６６が挙げられる。その他の好適なＤＴＩは、ＷＯ２０１２／００４１３４に
記載されている。対象組成物中に存在する場合、染料移動阻害剤は、組成物の約０．００
０１重量％～約１０重量％、約０．０１重量％～約５重量％またはさらには約０．１重量
％～約３重量％の濃度で存在してよい。
【０２１１】
　蛍光増白剤。好ましくは、組成物は、１種以上の蛍光増白剤を含む。本発明において有
用であり得る市販の光学的増白剤は、これらに限定されないが、スチルベン、ピラゾリン
、クマリン、カルボン酸、メチンシアニン、ジベンゾチオフェン－５，５－ジオキシド、
アゾール、５－および６－員環複素環、ならびにその他の種々雑多な助剤の誘導体を含む
部分群に分類することができる。特に好ましい増白剤は、２（４－スチリル－３－スルホ
フェニル）－２Ｈ－ナフトール［１，２－ｄ］トリアゾールナトリウム、４，４’－ビス
｛［（４－アニリノ－６－（Ｎメチル－Ｎ－２ヒドロキシエチル）アミノ１，３，５－ト
リアジン－２－イル）］アミノ｝スチルベン－２，２－ジスルホン酸二ナトリウム、４，
４’－ビス｛［（４－アニリノ－６－モルホリノ－１，３，５－トリアジン－２－イル）
］アミノ｝スチルベン－２－２’ジスルホン酸二ナトリウム、および４，４’－ビス（２
－スルホスチリル）ビフェニル二ナトリウムから選択される。このような増白剤のその他
の例は、「Ｔｈｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｆ
ｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ」、Ｍ．Ｚａｈｒａｄｎ
ｉｋ、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１９８２）に公開され
ている。本発明の組成物において有用な光学的増白剤の特定の非限定的な例は、米国特許
第４，７９０，８５６号および米国特許第３，６４６，０１５号で確認されるものである
。好適な光学的増白剤は、１つ以上のオリゴマー鎖またはポリマー鎖、たとえば１つ以上
のオキシアルキレン鎖で置換された、上で確認された基から選択される化合物も含む。こ
のような光学的増白剤の好適な例は、米国特許第８，２６２，７４３号、米国特許第９，
０１８，１５１号、米国特許第８，２６２，７４４号、米国特許第８，４５４，７１１号
、および米国特許第８，７４０，９９７号で開示されている。
【０２１２】
　好ましい増白剤は、以下の構造を有し：
【０２１３】
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【化５１】

【０２１４】
　好適な蛍光増白剤の濃度は、約０．０１、約０．０５、約０．１またはさらには約０．
２ｗｔ％の低濃度から０．５またはさらには０．７５ｗｔ％の高濃度までを含む。
【０２１５】
　一側面において、増白剤は、粘土に投入して粒子を形成してもよい。
【０２１６】
　好ましい増白剤は、完全にまたは大部分が（典型的には、少なくとも５０ｗｔ％、少な
くとも７５ｗｔ％、少なくとも９０ｗｔ％、少なくとも９９ｗｔ％）アルファ－結晶形態
である。非常に好ましい増白剤は、好ましくは以下の構造を有するＣ．Ｉ．蛍光増白剤２
６０を含む。
【０２１７】

【化５２】

【０２１８】
　これは、たとえば３０または２５またはさらには２０℃未満の冷水によく溶解するので
、特に有用であり得る。
【０２１９】
　好ましくは、増白剤は、最も好ましくは３～３０マイクロメートル、３マイクロメート
ル～２０マイクロメートル、または３～１０マイクロメートルの重量平均一次粒子サイズ
を有する微粉化粒子形態で、組成物に取り込まれる。
【０２２０】
　組成物は、ベータ－結晶形態のＣ．Ｉ．蛍光増白剤２６０を含んでよく、（ｉ）アルフ
ァ－結晶形態のＣ．Ｉ．蛍光増白剤２６０対（ｉｉ）ベータ－結晶形態のＣ．Ｉ．蛍光増
白剤２６０の重量比は、少なくとも０．１または少なくとも０．６でよい。
【０２２１】
　ＢＥ６８０８４７は、アルファ－結晶形態のＣ．Ｉ．蛍光増白剤２６０の製造方法に関
する。
【０２２２】
　ケイ酸塩。組成物は、好ましくは、ケイ酸塩、たとえばケイ酸ナトリウムまたはケイ酸
カリウムも含有してよい。組成物は、０ｗｔ％から１０ｗｔ％未満まで、９ｗｔ％まで、
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または８ｗｔ％まで、または７ｗｔ％まで、または６ｗｔ％まで、または５ｗｔ％まで、
または４ｗｔ％まで、または３ｗｔ％まで、またはさらには２ｗｔ％までのケイ酸塩、好
ましくは０ｗｔ％超から、または０．５ｗｔ％から、またはさらには１ｗｔ％からのケイ
酸塩を含んでよい。好適なケイ酸塩は、ケイ酸ナトリウムである。
【０２２３】
　分散剤。組成物は、好ましくは、分散剤も含有してよい。好適な水溶性有機材料は、ホ
モもしくはコポリマー酸またはこれらの塩を含み、ポリカルボン酸は、２個以下の炭素原
子によって互いに離れている少なくとも２つのカルボキシルラジカルを含む。
【０２２４】
　酵素安定剤。組成物は、好ましくは、酵素安定剤を含んでよい。任意の従来型酵素安定
剤は、たとえば、完成した布地およびホームケア製品中に水溶性のカルシウムおよび／ま
たはマグネシウムイオン源を存在させて、該イオンを酵素に与えることによって使用でき
る。プロテアーゼを含む水性組成物の場合、可逆性プロテアーゼ阻害剤、たとえばボレー
トを含めたホウ素化合物、もしくは好ましくは４－ホルミルフェニルボロン酸、フェニル
ボロン酸およびこれらの誘導体、または化合物、たとえばギ酸カルシウム、ギ酸ナトリウ
ムおよび１，２－プロパンジオールを添加して、さらに安定性を改善することができる。
【０２２５】
　溶媒系。本発明の組成物中の溶媒系は、水のみを含有する、または水を含まない、もし
くは好ましくは水を含む有機溶媒の混合物を含有する溶媒系であってよい。好ましい有機
溶媒には、１，２－プロパンジオール、エタノール、グリセロール、ジプロピレングリコ
ール、メチルプロパンジオールおよびこれらの混合物が挙げられる。その他の低級アルコ
ール、Ｃ1～Ｃ4アルカノールアミン、たとえばモノエタノールアミンおよびトリエタノー
ルアミンも使用できる。溶媒系は、たとえば、本発明の無水固体の態様については存在し
ていなくてよいが、より典型的には、約０．１％～約９８％、好ましくは少なくとも約１
％～約５０％、より一般的には約５％～約２５％の範囲の濃度で存在する。
【０２２６】
　本発明の一部の態様において、組成物は、構造液体の形態である。このような構造液体
は、構造が主成分（たとえば、界面活性剤材料）によって形成される内部構造化および／
またはたとえば増粘剤として使用するための、二次成分（たとえば、ポリマー、粘土およ
び／またはケイ酸塩材料）を使用して三次元マトリクス構造を付与することによる外部構
造化のいずれかによるものでよい。組成物は、好ましくは０．０１ｗｔ％～５ｗｔ％の構
造体、０．１ｗｔ％～２．０ｗｔ％の構造体を含んでよい。好適な構造体の例は、米国特
許出願公開第２００６／０２０５６３１号Ａ１、米国特許出願公開第２００５／０２０３
２１３号Ａ１、米国特許第７，２９４，６１１号、および米国特許第６，８５５，６８０
号に示されている。構造体は、典型的には、ジグリセリドおよびトリグリセリド、二ステ
アリン酸エチレングリコール、微結晶性セルロース、セルロース系材料、マイクロファイ
バーセルロース、疎水的に改質されたアルカリ膨潤性エマルション、たとえばＰｏｌｙｇ
ｅｌ　Ｗ３０（３Ｖ　Ｓｉｇｍａ）、バイオポリマー、キサンタンガム、ジェランガム、
硬化ヒマシ油、硬化ヒマシ油の誘導体、たとえばその非エトキシ化誘導体、ならびにこれ
らの混合物からなる群から選択され、特に硬化ヒマシ油、硬化ヒマシ油の誘導体、ミクロ
フィブリル化（microfibullar）セルロース、ヒドロキシ官能性結晶物質、長鎖脂肪アル
コール、１２－ヒドロキシステアリン酸、粘土ならびにこれらの混合物の群から選択され
るものである。好ましい構造体は、好適なヒドロキシ官能性結晶物質を詳細に定義してい
る米国特許第６，８５５，６８０号に記載されている。好ましいのは、硬化ヒマシ油であ
る。非限定的な有用な構造体の例を挙げる。このような構造体は、様々なアスペクト比を
有する糸状構造化系を有する。その他の好適な構造体およびそれらの製造方法は、ＷＯ２
０１０／０３４７３６に記載されている。
【０２２７】
　本発明の組成物は、高融点の脂肪質化合物を含んでよい。ここで有用な高融点の脂肪質
化合物は、２５℃以上の融点を有し、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪アルコール誘導体、
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脂肪酸誘導体、およびこれらの混合物からなる群から選択される。低融点の該化合物は、
この項に含むことを意図しない。高融点の化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ、第５版、
１９９３およびＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ
、第２版、１９９２に記載されている。存在する場合、高融点の脂肪質化合物は、好まし
くは、組成物の０．１重量％～４０重量％、好ましくは１重量％～３０重量％、より好ま
しくは１．５重量％～１６重量％、改善されたコンディショニング効果、たとえば湿った
髪に塗布する間の滑りやすい感触、柔らかさおよび乾燥した髪に感じる湿り気をもたらす
ことを考慮して１．５重量％～８重量％の濃度で組成物中に含まれる。
【０２２８】
　カチオン性ポリマー。本発明の組成物は、カチオン性ポリマーを含有してもよい。組成
物中のカチオン性ポリマーの濃度は、典型的には、０．０５％～３％、別の態様では０．
０７５％～２．０％、さらに別の態様では０．１％～１．０％の範囲である。好適なカチ
オン性ポリマーは、カチオン電荷密度が、少なくとも０．５ｍｅｑ／ｇｍ、別の態様では
少なくとも０．９ｍｅｑ／ｇｍ、別の態様では少なくとも１．２ｍｅｑ／ｇｍ、さらに別
の態様では少なくとも１．５ｍｅｑ／ｇｍであるが、ｐＨが一般的にｐＨ３～ｐＨ９の範
囲になる組成物の使用目的のｐＨで、一態様でも７ｍｅｑ／ｇｍ未満、別の態様では５ｍ
ｅｑ／ｇｍ未満、一態様ではｐＨ４～ｐＨ８である。ここで、ポリマーの「カチオン電荷
密度」とは、ポリマー上の正電荷の数対ポリマーの分子量の比を指す。このような好適な
カチオン性ポリマーの平均分子量は、一般的に１０，０００～１０，０００，０００、一
態様では５０，０００～５，０００，０００、別の態様では１００，０００～３，０００
，０００である。
【０２２９】
　本発明の組成物中で使用する好適なカチオン性ポリマーは、カチオン性窒素含有部分、
たとえば第４級アンモニウムまたはカチオン性プロトン化アミノ部分を含有する。組成物
中もしくは組成物のコアセルベート相中でポリマーが水溶性を維持する限り、かつ対イオ
ンが、組成物の必須成分と物理的および化学的に適合するかまたはそれ以外の方式で製品
の性能、安定性もしくは審美性を過度に損なわない限り、任意のアニオン性対イオンは、
カチオン性ポリマーと共同して使用することができる。このような対イオンの非限定的な
例として、ハロゲン化物（たとえば、塩化物、フッ化物、臭化物、ヨウ化物）、サルフェ
ートおよびメチルサルフェートが挙げられる。
【０２３０】
　このようなポリマーの非限定的な例を、ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉ
ｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ、第３版、Ｅｓｔｒｉｎ、ＣｒｏｓｌｅｙおよびＨａｙｎ
ｅｓ編集（Ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ
　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ．、Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ、Ｄ．Ｃ．（１９８２））
に記載されている。
【０２３１】
　組成物中で使用するその他の好適なカチオン性ポリマーには、多糖ポリマー、カチオン
性グアーガム誘導体、第４級窒素含有セルロースエーテル、合成ポリマー、エーテル化セ
ルロースのコポリマー、グアーおよびデンプンが挙げられる。ここでのカチオン性ポリマ
ーは、使用する場合、組成物に溶解性であるか、または上記のカチオン性ポリマーならび
にアニオン性、両性および／または両性イオン性界面活性剤成分によって形成される組成
物中の複合コアセルベート相に溶解性であるかのいずれかである。カチオン性ポリマーの
複合コアセルベートは、組成物中の他の電荷を帯びた材料でも形成され得る。
【０２３２】
　好適なカチオン性ポリマーは、米国特許第３，９６２，４１８号および同第３，９５８
，５８１号、ならびに米国特許出願公開第２００７／０２０７１０９号Ａ１に記載されて
いる。
【０２３３】
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　非イオン性ポリマー。本発明の組成物は、コンディショニング剤として非イオン性ポリ
マーを含んでもよい。分子量が１，０００超のポリアルキレングリコールは、このような
コンディショニング剤として使用するのに適した非イオン性ポリマーである。以下の一般
式を有するものが有用である。
【０２３４】
【化５３】

【０２３５】
ここで、各Ｒ30は、水素およびメチルからなる群から選択され、ｘは、所望の分子量を得
るのに十分な大きさの値を有する正の整数である。コンディショニング剤、特にシリコー
ンを組成物に含めてもよい。本発明の組成物中で有用なコンディショニング剤は、典型的
には、乳化液体粒子を形成する、水に不溶性で、水分散性、不揮発の液体を含む。組成物
中で使用するのに好適なコンディショニング剤は、一般的に、シリコーン（たとえば、シ
リコーン油、カチオンシリコーン、シリコーンゴム、高屈折シリコーン、およびシリコー
ン樹脂）、有機コンディショニングオイル（たとえば、炭化水素油、ポリオレフィン、お
よび脂肪エステル）もしくはこれらの組合せとして特徴付けられるコンディショニング剤
、またはそれ以外の方式でここでの水性界面活性剤マトリクス中に液体、分散粒子を形成
するコンディショニング剤である。このようなコンディショニング剤は、組成物の必須成
分と物理的および化学的に適合すべきであり、他の点で製品安定性、審美性または性能を
過度に損なってはならない。
【０２３６】
　組成物中のコンディショニング剤の濃度は、所望のコンディショニング効果をもたらす
のに十分でなければならない。このような濃度は、コンディショニング剤、望まれるコン
ディショニング性能、コンディショニング剤粒子の平均サイズ、その他の成分の種類およ
び濃度、ならびにその他の要素によって変動し得る。
【０２３７】
　シリコーンコンディショニング剤の濃度は、典型的には、約０．０１％～約１０％の範
囲である。好適なシリコーンコンディショニング剤、およびシリコーンの任意の懸濁剤の
非限定的な例を、米国再発行特許第３４，５８４号、米国特許第５，１０４，６４６号、
同第５，１０６，６０９号、同第４，１５２，４１６号、同第２，８２６，５５１号、同
第３，９６４，５００号、同第４，３６４，８３７号、同第６，６０７，７１７号、同第
６，４８２，９６９号、同第５，８０７，９５６号、同第５，９８１，６８１号、同第６
，２０７，７８２号、同第７，４６５，４３９号、同第７，０４１，７６７号、同第７，
２１７，７７７号、米国特許出願公開第２００７／０２８６８３７号Ａ１、同第２００５
／００４８５４９号Ａ１、同第２００７／００４１９２９号Ａ１、英国特許第８４９，４
３３号、ドイツ特許第ＤＥ１００３６５３３号（これらはすべて、参照によりここに組み
込まれる）、Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅｓ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ（１９６８）、Ｇｅｎｅｒａ
ｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｒｕｂｂｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｄａｔａ　
Ｓｈｅｅｔ　ＳＥ３０、ＳＥ３３、ＳＥ５４およびＳＥ７６、Ｓｉｌｉｃｏｎ　Ｃｏｍｐ
ｏｕｎｄｓ，Ｐｅｔｒａｒｃｈ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ．（１９８４）、ならびにＥｎ
ｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅ
ｒｉｎｇ、１５巻、第２版、２０４～３０８、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉ
ｎｃ．（１９８９）に記載する。
【０２３８】
　有機コンディショニングオイル。本発明の組成物は、コンディショニング剤として約０
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．０５％～約３％の少なくとも１種の有機コンディショニングオイルを、単独でまたは他
のコンディショニング剤、たとえばシリコーン（ここに記載する）との組合せで含んでも
よい。好適なコンディショニングオイルには、炭化水素油、ポリオレフィン、および脂肪
エステルが挙げられる。また、ここでの組成物における使用に好適なものには、米国特許
第５，６７４，４７８号および同第５，７５０，１２２号におけるＰｒｏｃｔｅｒ　＆　
Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｏｍｐａｎｙに記載のコンディショニング剤もある。また、ここでの使
用に適しているのは、米国特許第４，５２９，５８６号、同第４，５０７，２８０号、同
第４，６６３，１５８号、同第４，１９７，８６５号、同第４，２１７，９１４号、同第
４，３８１，９１９号、および同第４，４２２，８５３号に記載のコンディショニング剤
である。
【０２３９】
　衛生剤。本発明の組成物は、衛生および／または悪臭に対する利益を与える成分、たと
えばリシノール酸亜鉛、チモール、第４級アンモニウム塩、たとえばＢａｒｄａｃ（登録
商標）、ポリエチレンイミン（たとえばＢＡＳＦ製のＬｕｐａｓｏｌ（登録商標））およ
びこれらの亜鉛錯体、銀および銀化合物、とりわけＡｇ＋またはナノ銀分散系をゆっくり
放出させるように設計されたものも含んでよい。
【０２４０】
　プロバイオティクス。組成物は、プロバイオティクス、たとえばＷＯ２００９／０４３
７０９に記載のものを含んでよい。
【０２４１】
　起泡ブースター。組成物は、高起泡性を必要とする場合、好ましくは起泡ブースターを
含み得る。好適な例は、Ｃ10～Ｃ16アルカノールアミドまたはＣ10～Ｃ14アルキルサルフ
ェートであり、これらは、好ましくは１％～１０％のレベルで組み込まれる。Ｃ10～Ｃ14

モノエタノールおよびジエタノールアミドは、このような起泡ブースターの典型的なクラ
スを例示する。このような起泡ブースターと、高起泡性補助界面活性剤、たとえば上記の
アミンオキシド、ベタインおよびスルタイン（sultaines）の使用も有利である。要望に
応じて、水溶性マグネシウムおよび／またはカルシウム塩、たとえばＭｇＣｌ2、ＭｇＳ
Ｏ4、ＣａＣｌ2、ＣａＳＯ4などは、典型的には、０．１％～２％のレベルで添加して、
追加の泡をもたらし、グリース除去性能を向上させることができる。
【０２４２】
　起泡抑制剤。泡の形成を低減または抑制する化合物を、本発明の組成物に組み込んでも
よい。起泡抑制剤は、米国特許第４，４８９，４５５号および同第４，４８９，５７４号
に記載のいわゆる「高濃度洗浄プロセス」、およびフロントローディング方式の洗濯機に
おいて特に重要であり得る。広範の材料が起泡抑制剤として使用でき、起泡抑制剤は当業
者に周知である。たとえば、Ｋｉｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、第３版、７巻、４３０～４４７（Ｊｏｈｎ
　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，１９７９）を参照されたい。起泡抑制剤の例に
は、モノカルボキシル脂肪酸およびその中に溶ける塩、高分子量の炭化水素、たとえばパ
ラフィン、脂肪酸エステル（たとえば、脂肪酸トリグリセリド）、一価アルコールの脂肪
酸エステル、脂肪族Ｃ１８～Ｃ４０ケトン（たとえば、ステアロン）、Ｎ－アルキル化ア
ミノトリアジン、好ましくは約１００℃未満の融点を有する蝋質炭化水素、シリコーン起
泡抑制剤、および第２級アルコールが挙げられる。起泡抑制剤は、米国特許第２，９５４
，３４７号、同第４，２６５，７７９号、同第４，２６５，７７９号、同第３，４５５，
８３９号、同第３，９３３，６７２号、同第４，６５２，３９２号、同第４，９７８，４
７１号、同第４，９８３，３１６号、同第５，２８８，４３１号、同第４，６３９，４８
９号、同第４，７４９，７４０号、同第４，７９８，６７９号、および同第４，０７５，
１１８号、欧州特許出願第８９３０７８５１．９号、ＥＰ１５０８７２、ならびにＤＯＳ
２，１２４，５２６に記載されている。
【０２４３】
　自動ランドリー洗濯機で使用される任意の洗剤組成物では、泡は、洗濯機から溢れるほ
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ど形成されるべきではない。起泡抑制剤は、利用する場合、好ましくは、「起泡抑制量」
で存在する。「起泡抑制量」とは、組成物の調合剤が、起泡性を十分に制御して自動ラン
ドリー洗濯機で使用する洗濯洗剤の起泡性を低くする、この起泡制御剤の量を選択するこ
とができることを意味する。ここでの組成物は、一般的に、０％～１０％の起泡抑制剤を
含む。起泡抑制剤として利用する場合、モノカルボキシル脂肪酸およびその中の塩は、典
型的には、洗剤組成物の５重量％以下の量で存在する。好ましくは、０．５％～３％の脂
肪モノカルボキシレート起泡抑制剤を利用する。シリコーン起泡抑制剤は、典型的には、
洗剤組成物の２．０重量％以下の量で利用するが、より多くの量を使用してもよい。モノ
ステアリルホスフェート起泡抑制剤は、一般的に、組成物の０．１重量％～２重量％の範
囲の量で利用される。炭化水素起泡抑制剤は、典型的には、０．０１％～５．０％の範囲
の量で利用されるが、より高レベル「で使用することもできる。アルコール起泡抑制剤は
、典型的には、完成組成物の０．２重量％～３重量％で使用される。
【０２４４】
　光沢剤。ＷＯ２０１１／１６３４５７に記載の光沢剤を、本発明の組成物に組み込んで
もよい。
【０２４５】
　香料。好ましくは、組成物は、香料を、好ましくは０．００１～３ｗｔ％、最も好まし
くは０．１～１ｗｔ％の範囲で含む。多くの好適な香料の例が、ＣＦＴＡ　Ｐｕｂｌｉｃ
ａｔｉｏｎｓによって刊行されたＣＴＦＡ（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ　ａｎ
ｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）１９９２　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ　Ｂｕｙｅｒｓ　ＧｕｉｄｅおよびＳｃｈｎｅｌｌ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．
によって刊行されたＯＰＤ　１９９３　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｂｕｙｅｒｓ　Ｄｉｒｅｃ
ｔｏｒｙ　８０th　Ａｎｎｕａｌ　Ｅｄｉｔｉｏｎにおいて提供されている。通常、複数
の、たとえば４種、５種、６種、７種またはそれ以上の香料成分が、本発明の組成物中に
存在する。香料混合物中、好ましくは、１５～２５ｗｔ％はトップノートである。トップ
ノートは、Ｐｏｕｃｈｅｒ（Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｃ
ｏｓｍｅｔｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ　６（２）：８０［１９９５］）によって規定されて
いる。好ましいトップノートには、ローズオキシド、柑橘油、酢酸リナリル、ラベンダー
、リナロール、ジヒドロミルセノールおよびシス－３－ヘキサノールが挙げられる。
【０２４６】
　包装材。任意の従来型包装材を使用してよく、包装材は、完全にまたは部分的に透明で
あってよく、したがって消費者は、本発明に必須の染料の色によって与えられ得るまたは
貢献され得る製品の色を確認することができる。ＵＶ吸収化合物が、包装材の一部または
全部に含まれてよい。
【０２４７】
　組成物の製造方法。本発明の組成物は、上記の任意の有用な形態であってよい。これら
は、調合剤によって選択される任意の方法によって作製してよく、その非限定的な例は、
例ならびに米国特許第４，９９０，２８０号、米国特許出願公開第２００３／００８７７
９１号Ａ１、米国特許出願公開第２００３／００８７７９０号Ａ１、米国特許出願公開第
２００５／０００３９８３号Ａ１、米国特許出願公開第２００４／００４８７６４号Ａ１
、米国特許第４，７６２，６３６号、米国特許第６，２９１，４１２号、米国特許出願公
開第２００５０２２７８９１号Ａ１、ＥＰ１０７０１１５Ａ２、米国特許第５，８７９，
５８４号、米国特許第５，６９１，２９７号、米国特許第５，５７４，００５号、米国特
許第５，５６９，６４５号、米国特許第５，５６５，４２２号、米国特許第５，５１６，
４４８号、および米国特許第５，４８９，３９２号に記載されている。
【０２４８】
　本発明のランドリーケア組成物は、液体形態である場合、水性（典型的には、２ｗｔ％
超またはさらには５もしくは１０ｗｔ％超の総水分、９０または８０または７０ｗｔ％以
下の総水分）でも非水性（典型的には、２ｗｔ％未満の総水分量）でもよい。典型的には
、本発明の組成物は、界面活性剤、色相染料、およびある種の任意の他の成分の水溶液ま
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たは均一分散系または懸濁液の形態であり、そのいくつかは普通、組成物の通常は液体の
成分、たとえば液体アルコールエトキシル化非イオン性水性液体キャリア、およびその他
の通常は液体のいずれかの任意の成分と組み合わせた固体形態であってよい。このような
溶液、分散系または懸濁液は、ひとまず相安定性である。本発明のランドリーケア組成物
は、液体形態の場合、好ましくは、２０ｓ－１および２１℃で、１～１５００センチポイ
ズ（１～１５００ｍＰａ＊ｓ）、より好ましくは１００～１０００センチポイズ（１００
～１０００ｍＰａ＊ｓ）、最も好ましくは２００～５００センチポイズ（２００～５００
ｍＰａ＊ｓ）の粘度を有する。粘度は、従来の方法によって決定することができる。粘度
は、直径４０ｍｍおよび間隙サイズ５００μｍの平板鋼スピンドルを使用するＴＡ　ｉｎ
ｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製のＡＲ５５０レオメーターを使用して測定することができる。２０
ｓ－１での高剪断粘度および０．０５－１での低剪断粘度は、２１℃で３分間の０．１－
１～２５－１の対数剪断速度掃引（logarithmic shear rate sweep）から得ることができ
る。ここで述べる好ましいレオロジーは、内部に存在する洗剤成分による構造化を用いて
、または外的レオロジー変性剤を用いることによって実現することができる。より好まし
くは、ランドリーケア組成物、たとえば洗剤液組成物は、約１００センチポイズ～１５０
０センチポイズ、より好ましくは１００～１０００ｃｐｓの高剪断速度粘度を有する。単
位分量ランドリーケア組成物、たとえば洗剤液組成物は、４００～１０００ｃｐｓの高剪
断速度粘度を有する。ランドリーケア組成物、たとえば洗濯柔軟剤組成物は、典型的には
、１０～１０００、より好ましくは１０～８００ｃｐｓ、最も好ましくは１０～５００ｃ
ｐｓの高剪断速度粘度を有する。食器手洗い用組成物は、３００～４０００ｃｐｓ、より
好ましくは３００～１０００ｃｐｓの高剪断速度粘度を有する。
【０２４９】
　液体組成物、好ましくはここでの液体洗剤組成物は、その成分を任意の好都合な順序で
合わせ、結果として得られた成分の組合せを混合、たとえば攪拌して、相安定性の液体洗
剤組成物を形成することによって調製することができる。このような組成物の調製方法に
おいて、液体成分、たとえば非イオン性界面活性剤、非界面活性液体キャリアおよびその
他の任意の液体成分の少なくとも大部分またはさらには実質的にすべてを含有する液体マ
トリクスが形成され、この液体組合せに剪断攪拌を与えることによって液体成分を完全に
混合する。たとえば、機械的攪拌子による迅速な攪拌が有益に用いられ得る。剪断攪拌を
続けながら、実質的にすべての任意のアニオン界面活性剤および固体形態の成分を添加し
てよい。混合物の攪拌を続け、必要に応じて、この時点で増加して、液相中の不溶性固相
微粒子の溶液または均一な分散系を形成することができる。固体形態の材料の一部または
全部を、この攪拌した混合物に添加した後、含もうとする任意の酵素材料の粒子、たとえ
ば酵素プリルを組み込む。上述した組成物を調製する手順の変形形態として、１種以上の
固体成分を、少量の１種以上の液体成分で前もって混合した粒子の溶液またはスラリーと
して、攪拌した混合物に添加してよい。組成物の成分をすべて添加した後、必要な粘度お
よび相安定性の特性を有する組成物を形成するのに十分な時間をかけて混合物の攪拌を続
ける。しばしば、これは約３０～６０分間にわたる攪拌を必要とする。
【０２５０】
　液体組成物を形成する一側面において、先ず染料を１種以上の液体成分と合わせて染料
予備混合物を形成し、この染料予備混合物を、洗濯洗剤組成物の成分バランスの実質的な
部分、たとえば５０重量％超、より具体的には７０重量％超、さらにより具体的には９０
重量％超を含有する組成配合物に添加する。たとえば、上記の方法において、染料予備混
合物および酵素成分は両方とも、成分を添加する最終段階で添加する。別の側面において
、染料は、洗剤組成物に添加する前にカプセル化し、カプセル化染料は構造液体中に懸濁
させ、懸濁液を、洗濯洗剤組成物の成分バランスの実質的な部分を含有する組成配合物に
添加する。
【０２５１】
　ポーチ。本発明の好ましい態様において、組成物は、ポーチまたはポッドとして公知の
もののなかの水溶性フィルム中に保持された、錠剤形態または好ましくは液体／固体（任
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意に顆粒）／ゲル／ペーストの形態の、単回用量の形態で提供される。組成物は、単区画
または多区画のポーチ中にカプセル化することができる。多区画ポーチは、ＥＰ２１３３
４１０Ａにより詳細に記載されている。組成物が多区画ポーチ中に存在する場合、本発明
の組成物は、１つまたは２つ以上の区画内にあってよく、したがって染料は１つ以上の区
画、任意にすべての区画内に存在してよい。非色相染料もしくは顔料またはその他の審美
性強化剤（aesthetics）も１つ以上の区画内に使用してよい。一態様において、組成物は
、多区画ポーチの単区画内に存在する。
【０２５２】
　ポーチを形成する好適なフィルムは、水に溶解性または分散性であり、好ましくは、最
大孔径が２０ミクロンのガラスフィルターを使用した後にここで開始した方法によって測
定して、少なくとも５０％、好ましくは少なくとも７５％またはさらには少なくとも９５
％の水溶性／分散性を有する。
５０グラム±０．１グラムのポーチ材料を、前もって秤量した４００ｍｌのビーカーに添
加し、２４５ｍｌ±１ｍｌの蒸留水を添加する。これを６００ｓｐｍに設定した磁気撹拌
子で３０分間激しく攪拌する。次いで、混合物を、上記の孔径（最大２０ミクロン）を有
する折りたたまれた定性的焼結ガラスフィルターに通して濾過する。従来の任意の方法に
よって、集めた濾液から水分を乾燥除去し、残留材料の重量を決定する（溶解または分散
した留分）。次いで、パーセント溶解性または分散性を計算することができる。
【０２５３】
　好ましいフィルム材料は、ポリマー材料である。フィルム材料は、たとえば、当技術分
野で公知の、ポリマー材料のキャスティング、ブロー成形、押出成形またはブロー押出に
よって、得ることができる。ポーチ材料としての使用に適した、好ましいポリマー、コポ
リマーまたはこれらの誘導体は、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリア
ルキレンオキシド、アクリルアミド、アクリル酸、セルロース、セルロースエーテル、セ
ルロースエステル、セルロースアミド、ポリ酢酸ビニル、ポリカルボン酸および塩、ポリ
アミノ酸またはペプチド、ポリアミド、ポリアクリルアミド、マレイン酸／アクリル酸の
コポリマー、デンプンおよびゼラチンを含めた多糖類、天然ゴム、たとえばキサンタンお
よびカラガム（carragum）から選択される。より好ましいポリマーは、ポリアクリレート
および水溶性アクリレートコポリマー、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース
ナトリウム、デキストリン、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキ
シプロピルメチルセルロース、マルトデキストリン、ポリメタクリレートから選択され、
最も好ましくは、ポリビニルアルコール、ポリビニルアルコールコポリマーおよびヒドロ
キシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、ならびにこれらの組合せから選択される。
好ましくは、ポーチ材料中のポリマー、たとえばＰＶＡポリマーのレベルは、少なくとも
６０％である。ポリマーは、好ましくは約１０００～１，０００，０００、より好ましく
は約１０，０００～３００，０００、さらにより好ましくは約２０，０００～１５０，０
００の任意の重量平均分子量を有することができる。ポリマーの混合物は、ポーチ材料と
して使用することもできる。これは、その用途および必要とするニーズに応じて、区画ま
たはポーチの機械的および／または溶解特性を制御する上で有益であり得る。好適な混合
物には、たとえば、一ポリマーが別のポリマーより高い水溶性を有し、かつ／または一ポ
リマーが別のポリマーより高い機械的強度を有する混合物が挙げられる。また、重量平均
分子量が異なるポリマーの混合物、たとえば重量平均分子量が約１０，０００～４０，０
００、好ましくはおよそ２０，０００であるＰＶＡまたはそのコポリマーと、重量平均分
子量が約１００，０００～３００，０００、好ましくはおよそ１５０，０００であるＰＶ
Ａまたはそのコポリマーとの混合物も好適である。また、ポリラクチドおよびポリビニル
アルコールを混合することによって得られる、たとえば加水分解で分解可能な水溶性ポリ
マーブレンド、たとえばポリラクチドおよびポリビニルアルコールを含み、典型的には約
１～３５重量％のポリラクチドおよび約６５重量％～９９重量％のポリビニルアルコール
を含む、ポリマーブレンド組成物も、ここで好適である。約６０％～約９８％が加水分解
されて、好ましくは約８０％～約９０％が加水分解されて、材料の溶解特性を改善したポ



(59) JP 6728427 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

リマーが、ここでの使用に好ましい。
【０２５４】
　当然ながら、異なるフィルム材料および／または厚さが異なるフィルムを用いて、本発
明の区画を作製してもよい。異なるフィルムを選択する利益は、結果として得られる区画
が、異なる溶解性または放出特性を示し得ることである。
【０２５５】
　最も好ましいフィルム材料は、ＭｏｎｏＳｏｌ取引参照番号Ｍ８６３０、Ｍ８９００、
Ｈ８７７９（本出願人らの同時係属出願照会番号４４５２８および１１５９９に記載）で
知られているＰＶＡフィルムならびに米国特許第６，１６６，１１７号および米国特許第
６，７８７，５１２号に記載のＰＶＡフィルムならびに対応する溶解性および変形特性の
ＰＶＡフィルムである。
【０２５６】
　ここでのフィルム材料は、１種以上の添加成分も含むことができる。たとえば、可塑剤
、たとえば、グリセロール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレング
リコール、ソルビトールおよびこれらの混合物を添加すると有利であり得る。その他の添
加物には、洗浄水に送達される機能性洗剤添加物、たとえば有機ポリマー分散剤などを含
む。
【０２５７】
　水溶性ポーチの製造方法。ポーチ形態の本発明の組成物は、任意の好適な器具および方
法を用いて作製してよい。しかし、多区画ポーチは、好ましくは、水平型充填法（horizo
ntal form filling process）を用いて作製される。フィルムを、好ましくは、湿らせ、
より好ましくは加熱して、その展性を向上させる。さらにより好ましくは、方法は、真空
を利用してフィルムを好適な型に延伸することも含む。フィルムを型に延伸する真空は、
フィルムが表面の水平部分に置かれたら、０．２～５秒間、好ましくは０．３～３または
さらにより好ましくは０．５～１．５秒間適用してよい。この真空は、好ましくは、－１
００ｍｂａｒ～－１０００ｍｂａｒ、またはさらには－２００ｍｂａｒ～－６００ｍｂａ
ｒの圧力下をもたらすようにしてよい。
【０２５８】
　ポーチを作製する型は、必要とされるポーチの寸法に応じて、任意の形状、長さ、幅お
よび深さを有することができる。型は、要望に応じて、互いにサイズおよび形状が様々で
あってもよい。たとえば、完成ポーチの容量が、５～３００ｍｌ、またはさらには１０～
１５０ｍｌまたはさらには２０～１００ｍｌであり、型のサイズはこれに応じて調節され
ることが好ましい場合がある。
【０２５９】
　いずれかの手段により、一般的に熱成形として公知のプロセスにおいて、熱をフィルム
に適用することができる。たとえば、表面上にそれが供給される前または表面上に置かれ
たら、フィルムを加熱要素の下に通すかまたは熱風に通して直接加熱してよい。あるいは
、たとえば表面を加熱するか、または高温のものをフィルム上に適用することによって、
間接的に加熱してもよい。最も好ましくは、フィルムは、赤外光を利用して加熱する。フ
ィルムは、好ましくは、５０～１２０℃、またはさらには６０～９０℃の温度に加熱する
。あるいは、フィルムは、それを表面上に供給する前に、または表面上に置いたら、いず
れかの手段によって、たとえば湿潤剤（水、フィルム材料の溶液またはフィルム材料の可
塑剤など）をフィルム上にスプレーすることによって直接的に、または表面を濡らすこと
によってもしくは濡れたものをフィルム上に適用することによって間接的に濡らすことが
できる。
【０２６０】
　粉末を含むポーチの場合、いくつかの理由によりフィルムをピンで刺すことが有利であ
る。（ａ）ポーチ形成中のフィルム欠陥、たとえば、フィルムの引き伸ばしが急速過ぎる
場合に発生する可能性があるフィルムの破裂を引き起こすフィルム欠陥が生じる可能性を
減らすため、（ｂ）たとえば漂白剤を含有する粉末の場合に酸素が形成されることから、
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ポーチで包まれた製品由来の任意のガスの放出を可能にするため、かつ／または（ｃ）香
料を連続的に放出させるためである。その上、加熱および／または湿潤を利用する場合、
ピンで刺すのは、真空利用の前、間または後でよく、好ましくは真空適用中またはその前
である。したがって、各型は、系につながる１つ以上の孔を含むことが好ましく、ここで
より詳細に説明する通り、これらの孔を通じて孔の上のフィルムに真空を提供することが
できる。
【０２６１】
　フィルムを加熱／湿潤化すると、好ましくは真空を利用して、適切な型に引き伸ばされ
る。成形フィルムの充填は、ものを充填する（移動させる）任意の公知の方法によって行
ってよい。最も好ましい方法は、製品形態および必要とされる充填速度によって決まる。
好ましくは、成形フィルムは、インライン充填技法によって充填される。任意の好適な方
法により、第２のフィルムを使用して、充填された、開いたポーチを閉じる。好ましくは
、これは、水平位置で、連続する一定の動きの中でも行う。好ましくは、閉じることは、
第２の材料またはフィルム、好ましくは水溶性フィルムを、開いたポーチのウェブ全体に
わたって、またその上に連続的に供給し、次いで好ましくは第１のフィルムと第２のフィ
ルムを一緒に、典型的には型間、すなわちポーチ間の領域で密封することによって行う。
【０２６２】
　好ましい密封方法には、ヒートシーリング、溶剤接着、および溶剤または湿式シーリン
グが挙げられる。シールを形成する領域のみが熱または溶剤で処理されることが好ましい
。熱または溶剤を、任意の方法によって、好ましくは閉じる材料上に、好ましくはシール
を形成する領域のみに適用することができる。溶剤または湿式シーリングまたは接着を利
用する場合、熱も加えることが好ましいことがある。好ましい湿式または溶剤シーリング
／接着法は、型の間の領域上に、または閉じる材料上に溶剤を選択的に適用し、たとえば
、これらの領域上に溶剤をスプレーまたはプリントし、次いでこれらの領域上に圧力を加
え、シールを形成することを含む。たとえば、上記のシーリングロールおよびベルト（任
意に熱も加える）を使用することができる。
【０２６３】
　次いで、形成したポーチを切断機によって切断することができる。切断は、任意の公知
の方法を用いて行ってよい。切断はまた、連続的に、好ましくは一定の速度で、好ましく
は水平位置で行う。切断機は、たとえば、鋭利なものまたは高温のものであってよく、そ
れによって高温のものの場合、高温のものは、フィルム／シーリング領域を溶かす。
【０２６４】
　多区画ポーチの異なる区画は、並列スタイルで一緒に作製することができ、連続したポ
ーチは切断されていない。あるいは、区画は、別々に作製することができる。この方法お
よび好ましい装置によれば、ポーチは、以下の工程を含む方法によって作成される。
（ａ）第１の区画（上記）を形成することと、
（ｂ）工程（ａ）で形成した閉じた区画のいくつかまたはすべての中にくぼみを形成して
、第１の区画の上に置かれた第２の成形区画を生成することと、
（ｃ）第３のフィルムによって第２の区画を充填し、閉じることと、
（ｄ）前記第１、第２および第３のフィルムを密封することと、
（ｅ）フィルムを切断して多区画ポーチを製造すること。
工程ｂで形成された前記くぼみは、好ましくは、工程ａ）で調製した区画に真空を適用す
ることによって実現される。
【０２６５】
　あるいは、第２の、および任意に第３の区画は、別々の工程で作製し、次いで、参照に
よりここに組み込まれる欧州特許出願第ＥＰ０８１０１４４２．５に記載の第１の区画と
合わせてもよい。特に好ましい方法は、以下の工程を含む。
（ａ）第１の成形機で第１のフィルムを使用して、任意に熱および／または真空を利用し
て、第１の区画を形成することと、
（ｂ）前記第１の区画を第１の組成物で充填することと、
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（ｃ）第２の成形機で、任意に熱および真空を利用して、第２のフィルムを変性させ、第
２のおよび任意に第３の成形区画を作製することと、
（ｄ）第２のおよび任意に第３の区画を充填することと、
（ｅ）第３のフィルムを使用して第２のおよび任意に第３の区画を密封することと、
（ｆ）密封した第２のおよび任意に第３の区画を第１の区画上に置くことと、
（ｇ）第１、第２および任意に第３の区画を密封することと、
（ｈ）フィルムを切断して多区画ポーチを製造すること。
【０２６６】
　第１および第２の成形機は、上記方法の実施に対するそれらの適性に基づいて選択する
。第１の成型機は、好ましくは水平成型機である。第２の成形機は、好ましくは第１の成
形機の上に位置する、好ましくは回転式ドラム成形機である。
【０２６７】
　その上、適当な供給点を使用することによって、複数の異なるもしくは特有の組成物お
よび／または異なるもしくは特有の液体、ゲルもしくはペースト組成物を組み込む多区画
ポーチを製造することが可能であることが理解されよう。
【０２６８】
　固体形態。すでに述べたように、ランドリーケア組成物は、固体形態であってもよい。
好適な固体形態には、錠剤および微粒子形態、たとえば、顆粒状粒子、フレークまたはシ
ートが挙げられる。このような固体形態の洗剤組成物を形成する様々な技法が、当技術分
野において周知であり、ここで使用してよい。一側面において、たとえば組成物が顆粒状
粒子の形態である場合、任意に追加の成分を含むが、洗濯洗剤組成物の全成分を含むわけ
ではない、微粒子形態の染料が提供される。染料微粒子を、洗濯洗剤組成物の成分バラン
スを含有する１種以上の追加の微粒子と合わせる。さらに、任意に追加の成分を含むが、
洗濯洗剤組成物の全成分を含むわけではない染料は、カプセル形態で提供されてよく、色
相染料カプセル剤を、洗濯洗剤組成物の実質的成分バランスを含有する微粒子と合わせる
。本発明のランドリーケア組成物に染料／有益剤を組み込むための好適な予混合粒子は、
たとえば、ＷＯ２０１０／０８４０３９、ＷＯ２００７／０３９０４２、ＷＯ２０１０／
０２２７７５、ＷＯ２００９／１３２８７０、ＷＯ２００９／０８７０３３、ＷＯ２００
７／００６３５７、ＷＯ２００７／０３９０４２、ＷＯ２００７／０９６０５２、ＷＯ２
０１１／０２０９９１、ＷＯ２００６／０５３５９８、ＷＯ２００３／０１８７４０およ
びＷＯ２００３／０１８７３８に記載されている。
【０２６９】
　第２の態様において、本発明は、布帛製品または布地の処理方法を提供する。一般的に
、方法は、（ａ）上記のランドリーケア組成物を用意する工程と、（ｂ）ランドリーケア
組成物を液体媒体に添加する工程と、（ｃ）布帛製品を液体媒体に入れる工程とを含む。
方法は、好ましくは、式（Ｉ）～（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する化合
物を、構造によって表される非共役状態から共役状態に変換させるのに十分な条件下で実
施する。
【０２７０】
　前述の通りに調製した本発明の組成物を使用して、布地の洗濯／処理に使用する洗浄／
処理用水溶液を生成することができる。一般的に、有効量の該組成物を、たとえば従来の
布地用自動洗濯機の中の水に添加して、該洗濯用水溶液を生成する。次いで、こうして生
成された洗浄用水溶液を、典型的には攪拌しながら、それで洗濯／処理する布地と接触さ
せる。ここで水に添加して洗濯用水溶液を生成した、有効量の液体洗剤組成物は、洗浄用
水溶液中に約５００～７，０００ｐｐｍの組成物を生成するのに十分な量を含む、または
ここでの約１，０００～３，０００ｐｐｍの洗剤組成物が洗浄用水溶液中に供給される。
【０２７１】
　典型的には、洗浄リカー中のランドリーケア組成物の濃度が０ｇ／ｌ超～５ｇ／ｌ、ま
たは１ｇ／ｌ～４．５ｇ／ｌもしくは４．０ｇ／ｌもしくは３．５ｇ／ｌもしくは３．０
ｇ／ｌもしくは２．５ｇ／ｌもしくはさらには２．０ｇ／ｌもしくはさらには１．５ｇ／
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ｌになるような量で、ランドリーケア組成物を洗浄水と接触させることによって洗浄リカ
ーを生成する。布地または布帛の洗濯方法は、トップローディング式またはフロントロー
ディング式自動洗濯機で実施してもよく、または手洗い洗濯用途で使用してもよい。これ
らの適用例において、洗浄リカーが生成され、洗浄リカー中の洗濯洗剤組成物の濃度は、
主な洗浄サイクルのものである。洗浄リカーの容量が決定される場合、任意の濯ぎ工程い
ずれの間にも水の投入は一切含まれない。
【０２７２】
　洗浄リカーは、４０リットル以下の水、または３０リットル以下、または２０リットル
以下、または１０リットル以下、または８リットル以下、またはさらには６リットル以下
の水を含み得る。洗浄リカーは、０超～１５リットル、または２リットル～１２リットル
もしくはさらには８リットルの水を含み得る。典型的には、１リットルの洗浄リカー当た
り０．０１ｋｇ～２ｋｇの布地が、前記洗浄リカーに投入される。典型的には、１リット
ルの洗浄リカー当たり０．０１ｋｇから、または０．０５ｋｇから、または０．０７ｋｇ
から、または０．１０ｋｇから、または０．１５ｋｇから、または０．２０ｋｇから、ま
たは０．２５ｋｇからの布地が、前記洗浄リカーに投入される。任意に、５０ｇ以下、ま
たは４５ｇ以下、または４０ｇ以下、または３５ｇ以下、または３０ｇ以下、または２５
ｇ以下、または２０ｇ以下、またはさらには１５ｇ以下、またはさらには１０ｇ以下の組
成物を水と接触させて洗浄リカーを生成する。このような組成物は、典型的には、溶液中
、約５００ｐｐｍ～約１５，０００ｐｐｍの濃度で用いられる。洗浄溶剤が水である場合
、水温は、典型的には、約５℃～約９０℃の範囲であり、位置は布地を含み、水対布地の
比は典型的には約１：１～約３０：１である。典型的には、本発明のランドリーケア組成
物を含む洗浄リカーは、３～１１．５のｐＨを有する。
【０２７３】
　一側面において、該方法は、任意に、前記表面または布地を洗浄および／または濯ぐ工
程と、前記表面または布地を本明細書で開示した任意の組成物と接触させる工程とを含み
、次いで任意に前記表面または布地を洗浄および／または濯ぐ工程と、任意の乾燥工程と
を開示する。
【０２７４】
　該表面または布地の乾燥は、家庭または工業環境で用いられる一般的な手段のいずれか
１つによって実行され得る。布地は、一般消費者または業務用条件下で洗濯できるいずれ
の布地も含み得、本発明は、合成布帛、たとえばポリエステルおよびナイロン、具体的に
は合成およびセルロース系の布地および／またはファイバーを含む混紡布地および／また
はファイバーの処理に特に適している。合成布地の例として、ポリエステル、ナイロンが
あり、これらはセルロース系の布地、たとえば、ポリコットン（polycotton）布地との混
合物中に存在し得る。溶液は、典型的には、７～１１、より一般的には８～１０．５のｐ
Ｈを有する。組成物は、典型的には、溶液中、５００ｐｐｍ～５，０００ｐｐｍの濃度で
用いられる。水温は、典型的には、約５℃～約９０℃の範囲である。水対布地の比は、典
型的には、約１：１～約３０：１である。
【０２７５】
　色の状態の変化は、上記の方法のあらゆる好適な点で生じ得る。たとえば、布地が組成
物と接触する間、たとえば洗濯プロセスの洗浄または濯ぎサイクルの間、化合物は、第１
の色の状態から第２の色の状態に変化し得る。あるいは、乾燥工程中に布地が熱に晒され
たとき、または布地を後に日光に晒したときに（たとえば、外干し乾燥または外出時に衣
類を着用することで日光に晒される）紫外光に晒されたとき、化合物は色の変化を経る可
能性がある。
【０２７６】
　［実施例］
　例１
　この例は、以下の構造を有する、６－（ジメチルアミノ）－３－［ｐ－（ジメチルアミ
ノ）フェニル］フタリドの製造を実証する。
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【０２７７】
【化５４】

【０２７８】
この化合物は、ここに記載するランドリーケア組成物における使用に適した化合物の製造
において有用な中間体である。
【０２７９】
　まず、コンデンサー、機械的攪拌子、熱電対、およびＮ2入口を備えた１Ｌの三口フラ
スコに、７４．５グラムの４－ジメチルアミノベンズアルデヒド、８２．５グラムの３－
ジメチルアミノ安息香酸、および２５０ｍＬの無水酢酸を添加し、加熱して６時間還流し
た。混合物を８０℃未満に冷却した。４５ｍＬの水を添加し、フラスコの内容を２時間攪
拌した。次いで、フラスコの内容を室温に冷却し、２５０ｍＬのメタノールを添加した。
フラスコの内容を攪拌しながら、固体を形成させたが、これは後で濾過法によって集めた
。回収した固体生成物をメタノールで洗浄し、次いで６０℃の真空オーブン中で乾燥させ
た。
【０２８０】
　例２
　この例は、以下の構造を有する、５－（ジメチルアミノ）－２－［ｐ－（ジメチルアミ
ノ）ベンゾイル］安息香酸の製造を実証する。
【０２８１】
【化５５】

【０２８２】
この化合物は、ここに記載するランドリーケア組成物における使用に適した化合物の製造
において有用な中間体である。
【０２８３】
　コンデンサー、機械的攪拌子、熱電対、およびＮ2入口を備えた２５０ｍＬの三口フラ
スコに、１０グラムの６－（ジメチルアミノ）－３－［ｐ－（ジメチルアミノ）フェニル
］フタリドおよび４０ｍＬの１０％ＮａＯＨ溶液を添加した。フラスコの内容を９０℃に
加熱し、透明な溶液が得られるまで約１時間攪拌した。次いで、１０グラムのｍ－ニトロ
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ベンゼンスルホン酸ナトリウムを溶液に添加した。反応器の内容を１５時間加熱還流し、
次いで室温に冷却した。フラスコの内容を濾過してすべての固体を除去した。次いで、酢
酸を添加することによって濾液を約４．０のｐＨに調節した。内容を室温に冷却した後、
沈殿物が形成された。沈殿物を濾過法によって集め、水で洗浄し、約６０℃の真空下で乾
燥させた。
【０２８４】
　例３
　この例は、ここに記載するランドリーケア組成物における使用に適していると考えられ
るいくつかの化合物の製造を実証する。
【０２８５】
　各化合物を製造するために、４０ｍｍｏｌの５－（ジメチルアミノ）－２－［ｐ－（ジ
メチルアミノ）ベンゾイル］安息香酸、４０ｍｍｏｌの置換アニリン誘導体（以下に記載
）、および２０ｍＬの無水酢酸を２５０ｍＬの三口フラスコに添加した。フラスコの内容
を１００℃に加熱し、５時間攪拌した。次いで結果として得た化合物を回転蒸発法（rota
tional evaporation）によって集めた。
【０２８６】
　上記の反応において使用した置換アニリン誘導体は、以下の一般構造と一致する。
【０２８７】
【化５６】

【０２８８】
Ｒ5およびＲ6は、上記の様々な基から選択される。表１は、上記の合成法を用いて化合物
を製造するために使用される特定の置換アニリン誘導体の構造を示す。表２は、結果とし
て得られるフタリド化合物の構造を示す。
【０２８９】
　表１．反応中に使用される置換アニリン誘導体の構造。
【０２９０】
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【表１】

【０２９１】
　表２．結果として得られるフタリド化合物の構造。
【０２９２】
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【０２９３】
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【表２－２】

【０２９４】
　ここで引用される刊行物、特許出願、および特許を含めたすべての参考文献は、それぞ
れの参考文献を参照により組み込むために個別に具体的に示される場合と同じ程度に参照
により組み込まれ、ここでその全内容を説明した。
【０２９５】
　用語「１つの（ａ）」および「１つの（ａｎ）」および「その（ｔｈｅ）」および同様
の指示対象の使用は、本出願の主題を説明する文脈において（とりわけ、以下の特許請求
の範囲の文脈において）、ここで別段の指定がない限り、または文脈上に明確な矛盾がな
い限り、単数形および複数形の両方を対象として含むものと解釈される。用語「含む」、
「有する」、「含めた」、および「含有する」は、別段注記がない限り、非限定的用語（
すなわち、「これらに限定されないが、含めた」という意味）として解釈される。ここで
の値の範囲の記述は、ここで別段の指定がない限り、単に、その範囲内におさまるそれぞ
れ区別される値を個別に指す速記法として役立たせることを意図するものであり、区別さ
れる各値は、ここで個別に列挙したように明細書に組み込まれる。ここに記載する方法は
すべて、ここで別段の指定がない限りまたはそうでなければ文脈上に明確な矛盾がない限
り、任意の好適な順序で実施することができる。ここで提供されるいずれの例、またすべ
ての例、または例示的言葉（たとえば、「など（such as）」の使用は、単に本出願の主
題をより良く説明するためのものであり、別段の請求がない限り、主題の範囲に制限をも
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うけるものではない。本明細書中の言葉はいずれも、ここに記載する主題の実践に必須の
任意の請求要素を示すこと解釈すべきである。
【０２９６】
　本出願の主題の好ましい態様を、請求される主題を実行するための、本発明者らに公知
の最良の様式を含めて、ここに記載する。これらの好ましい態様の変形形態は、前述の説
明を読めば、当業者は理解できるであろう。本発明者らは、当業者がこうした変形形態を
適切に用いることを期待し、本発明者らは、ここに記載する主題が、ここに具体的に記載
したものとは別のやり方で実践されることを意図する。これに応じて、本開示は、適用法
令によって認定された、添付の特許請求の範囲に記載した主題のすべての修正および同等
物を含む。その上、別段ここで指定しない限り、または文脈上に明確な矛盾がない限り、
上記の要素の、それらのすべての可能な変形形態における組合せはいずれも本開示によっ
て包含される。
　以下、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
［１］　ランドリーケア成分と、次式（Ｉ）～（ＸＣ）：

【化５７】

［ここで、Ｘ1およびＸ2は、炭素原子および窒素原子からなる群から選択され、ａは０～
５の整数であるが、ただしＸ1およびＸ2のうちの１つが窒素原子であるとき、ａは０～４
の整数であり、Ｘ1およびＸ2が両方とも窒素原子であるとき、ａは０～３の整数であり、
各Ｒ1は、独立に、ハロゲン、ヒドロキシ基、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基、
－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ
）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ
）2Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選択され、Ｍはカ
チオンであり、Ｒ5およびＲ6は、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール
基、置換アリール基、およびＲaからなる群から選択され、Ｒ2およびＲ3は、独立に、ア
リール基、置換アリール基、ヘテロアリール基、および置換ヘテロアリール基からなる群
から選択されるが、ただしＸ1およびＸ2が両方とも炭素原子であるとき、Ｒ2およびＲ3の
うちの少なくとも１つは、ヘテロアリール基または置換ヘテロアリール基であり、Ｌ1は
、水素、ハロゲン、ヒドロキシ基、シアノ基、および－ＯＲ8からなる群から選択され、
Ｒ8は、アルキル基および置換アルキル基からなる群から選択される］、
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【化５８】

［ここで、Ｘ10は、－Ｃ（Ｏ）－および－Ｓ（Ｏ）2からなる群から選択され、ｄは０～
４の整数であり、各Ｒ10は、独立に、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基
、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）
ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、
－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5か
らなる群から選択されるが、ただしＲ2およびＲ3のうちの少なくとも１つは、ヘテロアリ
ール基および置換ヘテロアリール基からなる群から選択される］、
【化５９】
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［ここで、ｅおよびｆは、独立に、０～４の整数であり、Ｒ20およびＲ21はそれぞれ、独
立に、ハロゲン、ニトロ基、アルキル基、置換アルキル基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ
（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、各Ｒ25は、独立に、
糖類残基（すなわち、単糖類残基、二糖類残基、オリゴ糖類残基、および多糖類残基）、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、Ｒ22お
よびＲ23はそれぞれ、独立に、水素、アルキル基、および置換アルキル基からなる群から
選択される］、
【化６０】

［ここで、Ｒ30は、－ＯＲ36および－ＮＲ36Ｒ37からなる群から選択され、Ｒ36およびＲ

37はそれぞれ、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール
基、アシル基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6からなる群
から選択され、ｇおよびｈは、独立に０～４の整数であり、Ｒ31およびＲ32はそれぞれ、
独立に、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ
、－Ｓ（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－
ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｓ（
Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6、および－Ｐ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選択され、Ｒ34およびＲ35は、独
立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、およびＲaか
らなる群から選択され、Ｒ33は、水素、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ5、－Ｃ
（Ｏ）ＯＲ5、および－Ｃ（Ｏ）Ｒ5からなる群から選択され、Ｘ30、Ｘ31、Ｘ32、および
Ｘ33は、独立に、炭素原子および窒素原子からなる群から選択されるが、ただしＸ30、Ｘ

31、Ｘ32、およびＸ33のうち２つ以下は、窒素原子である］、
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【化６１】

［ここで、Ｘ40は、酸素原子、硫黄原子、およびＮＲ45からなる群から選択され、Ｒ45は
、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、－Ｓ
（Ｏ）2Ｏ

-［Ｍ+］、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6から
なる群から選択され、Ｒ40およびＲ41は、独立に、－ＯＲ5および－ＮＲ5Ｒ6からなる群
から選択され、ｊおよびｋは、独立に０～３の整数であり、Ｒ42およびＲ43はそれぞれ、
独立に、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5、
－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ
（Ｏ）Ｒ5、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、Ｒ44は、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－
Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、および－Ｃ（Ｏ）ＳＲ5からなる群から選択される
］、
【化６２】

［ここで、Ｒ50、Ｒ51、およびＲ52は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロア
リール基、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択され、Ｚはアニオンであり、
ｍおよびｎは、独立に正の整数であり、ｙはアニオンの電荷であり、ｍ、ｎおよびｙの値
は、次式ｍ＝（－１）・ｙ・ｎを満たす］、

【化６３】

［ここで、Ｒ54およびＲ55は、独立に、アリール基、置換アリール基、ヘテロアリール基
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、および置換ヘテロアリール基からなる群から選択され、Ｒ53は、アレーンジイル基、置
換アレーンジイル基、ヘテロアレーンジイル基、および置換ヘテロアレーンジイル基から
なる群から選択され、ｐは正の整数であり、ｐ、ｎおよびｙの値は、次式２ｍ＝（－１）
・ｙ・ｎを満たす］、
【化６４】

［ここで、Ｘ60は、窒素原子および硫黄原子からなる群から選択され、Ｘ61は、酸素原子
および硫黄原子からなる群から選択され、Ｘ62は、炭素原子および窒素原子からなる群か
ら選択され、ｑおよびｒは、独立に０～４の整数であり、Ｒ60およびＲ61はそれぞれ、独
立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール基、－ＯＲ5

、および－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、ｑまたはｒが２以上である場合、隣接基Ｒ

60およびＲ61を合わせてアリール基または置換アリール基を形成することができ、Ｒ62は
、アルキル基および置換アルキル基からなる群から選択される］、
【化６５】

［ここで、Ｘ70は、酸素原子、窒素原子、および硫黄原子からなる群から選択され、Ｘ71

は、炭素原子および窒素原子からなる群から選択され、ｓおよびｔは、独立に０～４の整
数であり、Ｒ70およびＲ71はそれぞれ、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基
、アリール基、置換アリール基、－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、お
よび－ＮＲ5Ｒ6からなる群から選択され、ｓまたはｔが２以上である場合、隣接基Ｒ70お
よびＲ71を合わせてアリール基または置換アリール基を形成することができる］、

【化６６】

［ここで、Ｒ80およびＲ81は、独立に、アルケニル基、置換アルケニル基、アリール基、
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れ、Ｒ82、Ｒ83、Ｒ84およびＲ85は、独立に、水素、アルキル基、置換アルキル基、アリ
ール基、置換アリール基、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）Ｒ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－Ｎ
Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－ＯＲ5、および－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5からなる群から選
択され、さらに、Ｒ82およびＲ85を合わせて架橋アルカンジイル基、架橋酸素原子、架橋
窒素原子、または架橋硫黄原子を形成することができる］、
【化６７】

［ここで、ｕは０～３の整数であり、ｖおよびｗは、独立に０～４の整数であり、Ｒ90、
Ｒ91およびＲ92は、独立に、ハロゲン、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換
アリール基、－ＯＲ5、－ＮＲ5Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ5、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ5Ｒ6、－ＮＣ（Ｏ
）ＯＲ5、－ＮＣ（Ｏ）ＳＲ5、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ5および－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ5Ｒ6からなる群か
ら選択される］
からなる群から選択される構造と一致する、少なくとも１種の化合物とを含むランドリー
ケア組成物であって、
Ｒaが、－Ｒx－Ｏ－Ｒy－Ｒzおよび－Ｒy－Ｒzからなる群から選択され、Ｒxが、アルカ
ンジイル基およびアレーンジイル基からなる群から選択され、Ｒzが、水素、アルキル基
、置換アルキル基、アシル基、およびＲbからなる群から選択され、Ｒbが、式（Ｉ）～（
ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する一価の基であり、Ｒyが、
（ｉ）式（Ｃ）の構造と一致する繰り返し単位から独立に選択される２つ以上の二価の繰
り返し単位を含む二価の置換基
【化６８】

［ここで、Ｒ101およびＲ102は、独立に、水素、アルキル、ヒドロキシアルキル、アリー
ル、アルコキシアルキル、およびアリールオキシアルキルからなる群から選択される］、
（ｉｉ）式（ＣＸ）の構造と一致する二価の置換基
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［ここで、Ｒ111およびＲ112は、独立に、水素、ヒドロキシル、およびＣ1～Ｃ10アルキ
ルからなる群から選択され、ａａは１～１２の整数であり、ｂｂは１以上（たとえば１～
１００）の整数である］、
（ｉｉｉ）式（ＣＸＸ）の構造と一致する二価の置換基

【化７０】

［ここで、Ｒ121およびＲ122は、独立に、水素、ヒドロキシル、およびＣ1～Ｃ10アルキ
ルからなる群から選択され、ｃｃは１～１２の整数であり、ｄｄは１以上（たとえば１～
１００）の整数である］、
（ｉｖ）式（ＣＸＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【化７１】

［ここで、Ｒ131、Ｒ132およびＲ133は、独立に、アルキルおよびヒドロキシアルキルか
ら選択され、ｅｅは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖ）式（ＣＸＬ）の構造と一致する二価の置換基
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【化７２】

［ここで、各Ｒ141は、独立に、水素およびアルキルアミン基からなる群から選択され、
ｆｆは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉ）式（ＣＬ）の構造と一致する二価の置換基
【化７３】

［ここで、ｇｇは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉｉ）式（ＣＬＸ）の構造と一致する二価の置換基

【化７４】

［ここで、各Ｒ161は、独立に、水素およびメチルからなる群から選択され、ｈｈは１以
上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｖｉｉｉ）式（ＣＬＸＸ）の構造と一致する二価の置換基
【化７５】

［ここで、Ｒ171、Ｒ172およびＲ173はそれぞれ、独立に、水素および－ＣＨ2ＣＯ2Ｈか
らなる群から選択され、ｊｊは１以上（たとえば１～１００）の整数である］、
（ｉｘ）式（Ｃ）、（ＣＸ）、（ＣＸＸ）、（ＣＸＸＸ）、（ＣＸＬ）、（ＣＬ）、（Ｃ
ＬＸ）または（ＣＬＸＸ）の構造と一致する置換基からなる群から選択される２つ以上の
置換基を含む二価の置換基
からなる群から選択される二価の置換基である、ランドリーケア組成物。
［２］　Ｒyが、式（ＣＡ）、（ＣＢ）および（ＣＣ）からなる群から選択される構造と
一致する二価の置換基である、［１］に記載のランドリーケア組成物
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【化７６】

［ここで、ｆｆ、ｇｇおよびｈｈは、ゼロおよび正の整数からなる群から選択され、ｆｆ
、ｇｇおよびｈｈの合計は２以上である］。
［３］　式（Ｉ）～（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する前記化合物が、少
なくとも１つのＲa基を含む、［１］に記載のランドリーケア組成物。
［４］　前記化合物が式（Ｉ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組成物
。
［５］　前記化合物が式（Ｘ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組成物
。
［６］　前記化合物が式（ＸＸ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組成
物。
［７］　前記化合物が式（ＸＸＶ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組
成物。
［８］　前記化合物が式（ＸＸＸ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組
成物。
［９］　前記化合物が式（ＸＸＸＶ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア
組成物。
［１０］　前記化合物が式（ＸＬ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組
成物。
［１１］　前記化合物が式（Ｌ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組成
物。
［１２］　前記化合物が式（ＬＶ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組
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成物。
［１３］　前記化合物が式（ＬＸ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組
成物。
［１４］　前記化合物が式（ＬＸＸ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア
組成物。
［１５］　前記化合物が式（ＬＸＸＸ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケ
ア組成物。
［１６］　前記化合物が式（ＸＣ）の構造と一致する、［１］に記載のランドリーケア組
成物。
［１７］　布帛物品を処理する方法であって、
（ａ）［１］～［１６］の何れか１項に記載のランドリーケア組成物を用意する工程と、
（ｂ）前記ランドリーケア組成物を液体媒体に添加する工程と、
（ｃ）前記布帛物品を前記液体媒体に入れる工程と
を含む、方法。
［１８］　前記方法が、式（Ｉ）～（ＸＣ）からなる群から選択される構造と一致する化
合物を、前記構造によって表される非共役形態から共役形態に変換するのに十分な条件下
で実施される、［１７］に記載の方法。
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